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年間段階では、 電力需要は景気動向や季節間の変動などから月単位で想定し、 電

源の補修作業のよ うな長期間で準備期間も必要となる調整を中心 に行っ ています。

翌週段階では、 気象予報を用いて １時間単位の電力需要の想
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て経済的な電力供給ができるように供給力を準備する こ とを目的に策定 していま��
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運転計画を検討 し、 日々のオンライ ンでの運用まで、 需給動向に合わせて計画を口��

ーリングし続けています。��

こ のよ うに、 電力需要の想定は、 長期の計画では長いスパン （月単位）で、 オ ン��

ラインでの運用 に近づけば、 短いスパン （１時間単位）で実施 しています。 現在、��

長期の計画である平成 ２４年度供給計画を策定しているとこ ろです。��

なお、 実績につきま しては、　１時間ごとの電力需要のデータがあ ります。 平成��

２２年度か ら至近までの １時間ごとのデータは別冊 １の とお りです。��
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現在、 平成 ２４年度供給計画を策定 して いるとこ ろです。

火力や水力の運転予定ですが、 こ の冬の定期検査は、 設備の機能維持の観点で必

要な設備に限定 し、 機能維持で きると判断 したものについて は、 東日本大震災によ

る
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る

３． 平成 ２５年 ３月までの個別発電所の運転予定 （原子力が再稼働 しない場合）��

現在、 平成 ２４年度供給計画を策定 して いるとこ ろです。��

火力や水力の運転予定ですが、 こ の冬の定期検査は、 設備の機能維持の観点で必��

要な設備に限定 し、 機能維持で きると判断 したものについて は、 東日本大震災によ��

る影響を考慮 した定期検査の時期変更申請も含め、 定期検査の延長を行 っ て います��

このよ うな延長は緊急的な措置であり、 継続的に実施できる方策ではありません。��

そのため、 今冬に延長を行 っ た定期検査もいずれ実施が必要であり、 平成 ２４年��

度は、 恒常的な定期検査よ りも多くの点検が必要な状況になるこ とが考え られます��

なお、 平成 ２２年度か ら至近までの各月の発電実績のデータ （―般水力、 揚水、��

火力 （燃種別）、 原子力、 新エネ、 他社融通　 別）は、 別紙 ３の とおりです。��
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現在、 平成２４年度供給計画を策定 して いるとこ ろです。

なお、 平成２２年度か ら宰祈までの燃料種別 ごとの購入数量実績 ・ 計画のデータ

は、 別紙４の とお りです。

現在、 平成２４年度供給計画を策定 して いるとこ ろです。

なお、 平成２２年度か ら宰祈までの燃料種別 ごとの購入数量実績 ・ 計画のデータ

は、 別紙４の とお りです。

４． 平成２５年３月までの燃料の購入予定��

現在、 平成２４年度供給計画を策定 して いるとこ ろです。��

なお、 平成２２年度か ら宰祈までの燃料種別 ごとの購入数量実績 ・ 計画のデータ��
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代表者
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問合せ先責任者

（ＴＥＬ

上場会社名
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問合せ先責任者
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各 位��
上場会社名��

代表者��
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問合せ先責任者��
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関西電力株式会社��

取締役社長 ハ木 誠��
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経理部長 小槻 百典��
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業績予想の修正に関するお知らせ��

平成２４年１月３１日に未定として公表しておりました平成２４年３月期通期業績予想について、 下記のとおり��

お知らせいたします。��

記��

●業績予想の修正について��
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８１０．０００�� △２４５β００ｌ�� △２８５β００ｌ�� △２５３

．
０００��

　�� ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■�� 　��

増減額（Ｂ－Ａ）��
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売上高�� 営業利益�� 経常利益�� 当期純利益��
１株当たり当期純利��

益��

百万円�� 百万円�� 百万円�� 百万円��

前回発表予想（Ａ）��

ｌ今回修正予想（Ｂ）�� ２５【】０，００【）�� △２９０，００〔｝�� ∧１９ｎ
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できないため未定としておりましたが、 最近の需給状況等を踏まえ、 業績予想を算定しましたのでお知らせいたします。��

なお、 配当につきましては 、期末３０円、年間合計６０円とする配当予想を据え置〈ことといたします。��

※本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、 当社が現在入手している情報及び合理的であると判��
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当社では、 欧米でスマートメーターが注 目され始める以前から、 お客さまサービ

スの向上と業務運営の効率化を目指 して、 スマートメータ－の導入に取 り組んでき

ま した。

当社では、 欧米でスマートメーターが注 目され始める以前から、 お客さまサービ

スの向上と業務運営の効率化を目指 して、 スマートメータ－の導入に取 り組んでき

ま した。

６��スマー卜メーターの設置計画��

当社では、 欧米でスマートメーターが注 目され始める以前から、 お客さまサービ��

スの向上と業務運営の効率化を目指 して、 スマートメータ－の導入に取 り組んでき��

ました。��

今後も取組みを着実に進める こ とで、 政府が平成 ２３年 ７月に決定 した 目標であ��

る 「今後 ５年以内に総需要の ８割をスマートメーター化」する こ とを達成できると��

見込んでお ります。　 （これまでに約 ６割のスマートメーター化が完了。 ）��

なお、 電力量計 （メーター）は、 お客さまに供給する電気の電圧や容量に応 じた��

タイプを選定 していますので、 スマートメ－タ－の導入もその区分ごとに取 り組ん��

でいます��０��

当社のスマートメーター化の見通 し （目標）��

　��
現在��
（Ｈ２４年 １月末）��

５年後��
（Ｈ２８年度）��

約 １Ｏ年後��

（１）低圧部門��
約 １１４万台��

１割弱��

約６５Ｏ万台��

約５割��

約 １，　３００万台��

全数��

ａ． 概ね ５００ｋＷ未満��

（２）高圧部門��

約 ９万台��

約８割��

約 １１万台��

全数��

約 １１万台��

全数��

ｂ． 概ね ５００ｋＷ以上��
約 １．　２万台��

９割超��

約 １．　３万台��

全数��

約 １．　３万台��

全数��

総需要に対する割合�� 約 ６割�� 約８割�� 全数��

）低圧部門 （低圧で受電するお客さま）　《総需要の約 ４０％》��

当社ではスマートメーターを含む新 しい計量 ・ 検針の システムと して、　 「新��

計量システム」の導入に向けた取組みを進めています。 平成 １１年か ら研究を��

開始 し、 平成 １４年からは本システムのベース となる新型メーターの開発に取��

り組んできま した。 平成 ２Ｏ年か らは試験導入を行っ ていますが、 これまでに��

評価をほぼ完了 し、 現在は導入拡大に向けた準備を行っ ています。��

このシステムでは、 メーターに通信機能を持たせ、 ア ドホ ッ ク方式やバケツ��

リレー方式と呼ばれる無線の方式 ∈、 数百台規模のメーターのデータを集約 し、��

光ケーブル網な どを活用 して収集する こ とで、 遠隔検針を実現する しくみにな��

っ ています。��

今後の設置計画につ いては、 基本的には費用最小化の観点か ら、 計量法に定��

められた検定の有効期間 （１０年）満了に伴うメーター取替工事の機会を捉え��

て、 順次、 導入を進めてい くこ とが合理的と考えています。��

スマートメーターの導入実績は平成 ２４年 １月末時点で約 １１４万台 （１割��

弱）ですが、　５年後の平成 ２８年度 （２０１６年度）までに半数 （約 ６５０万��

２５��

１
■��
ｒ
�ヽ�



台）、 約 １Ｏ年後の ２０２Ｏ年代早期に全数導入 （約 １， ３Ｏ０万台）を目指し

ています。 平成 ２４年度以降の年度ごとの導入数につ いては、 概ね、 平成 ２４

年度は ７５万台程度、 平成 ２５年度は １１０万台程度、 平成 ２６

台）、 約 １Ｏ年後の ２０２Ｏ年代早期に全数導入 （約 １， ３Ｏ０万台）を目指し

ています。 平成 ２４年度以降の年度ごとの導入数につ いては、 概ね、 平成 ２４

年度は ７５万台程度、 平成 ２５年度は １１０万台程度、 平成 ２６

台）、 約 １Ｏ年後の ２０２Ｏ年代早期に全数導入 （約 １， ３Ｏ０万台）を目指し��

ています。 平成 ２４年度以降の年度ごとの導入数につ いては、 概ね、 平成 ２４��

年度は ７５万台程度、 平成 ２５年度は １１０万台程度、 平成 ２６年度以降は １��

５Ｏ万台程度と徐々に拡大させる こ とを考えていますが、 各方面との調整が必��

要ですので、 正式には決定 していません。��

（２）高圧部門 （高圧 ・ 特別高圧で受電するお客さま）��

ａ． 契約電力が概ね ５００ｋＷ未満のお客さま 《総需要の約 ２Ｏ％》��

電気の使用状況を リアルタイムでお客さまに提供可能なメーターを全数 （約��

１１万台）設置 しています。 こ の うち、 約 ８割 （約 ９万台）につ いては、　３Ｏ分��

ごとの使用電力量を記録できるメーターを設置 しています。 残 りの約 ２割 （約��

２万台）につ いても、 ５年後の平成 ２８年度までに全数このメーターに取 り替え��

る こ とを目指 しています。��

遠隔検針につ いては、 現在、 試験中の段階です。 こ の区分のお客さま数は、��

５ＯＯｋＷ以上のお客さまよ りも多く、 地域的にも点在 していますので、 光ケー��

ブル網による １対 １通信を行 うよ りも、　 （１）の新計量システムのデータ収集イ��

ンフ ラを最大限に活用する こ とが合理的であると考え、 新計量システムを拡張す��

る方向で技術開発などを実施 してお り、 すでに平成 ２３年度から実証試験を行っ��

ています��０��

ｂ． 契約電力が概ね ５ＯＯｋＷ以上のお客さま 《総需要の約 ４０％》��

ａ． と同様に電気の使用状況を リアルタイムでお客さまに提供可能なメータ
ー��

を、 すでに全数 （約 １． ３万台）設置 しています。 この うち、　９割超 （約 １． ２万��

台）については、　３０分ごとの使用電力量を記録できるメーターを設置 していま��

す。 残 りの １割弱 （約 Ｏ． １万台）につ いても、　５年後の平成 ２８年度までに全��

数このメーターに取 り替える こ とを 目指 しています。��

遠隔検針につ いては、 光ケーブル網を用いたシステムを平成 ８年か ら順次導入��

してお り、 こ の区分のお客さまにつ いては、 すでに ８割超の遠隔検針化を完了 し��

ています��０��

２６��
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７． 過去の時間帯別料金制度の導入時における需要動向の分析結果７． 過去の時間帯別料金制度の導入時における需要動向の分析結果７． 過去の時間帯別料金制度の導入時における需要動向の分析結果��

① 時間帯別料金制度の概要と導入時における想定口数��

契約名称�� 導入時想定口数��

時間帯別電灯�� １０Ｏ，　０ＯＯ口程度��

季節別時間帯別電灯�� ８０，　０００口程度��

産業用季節別時間帯別電力�� ７００口程度��

業務用季節別時間帯別電力�� １，　３００口程度��

詳細は別紙 ７－１のとお りです。��

② 年負荷率および時間帯別料金制度の契約口数推移については、 別紙 ７－２の��

とお りです��０��

２８��
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（１）火力発電所

ａ． ア クシデン 卜の状況

供給予備力の算定の基礎となる 「計画外停止率」の うち、 過去 ５カ年の実績

（１）火力発電所

ａ． ア クシデン 卜の状況

供給予備力の算定の基礎となる 「計画外停止率」の うち、 過去 ５カ年の実績

８． 火力発電所、 水力発電所等の これまでのアクシデン 卜の状況 と対応��

（１）火力発電所��

ａ． ア クシデン 卜の状況��

供給予備力の算定の基礎となる 「計画外停止率」の うち、 過去 ５カ年の実績��

デ　 タは別紙 ８―１の とお りです。��

なお、 計画外停止率は、 運転日数の内、 突発的な事故や計画になか っ た緊急��

補修など予期せぬ停止 日数の比率を示 した ものです。��

また 、 火力発電所でアクシデン 卜によ り発電支障に至 っ た実績は別紙８ー２��

の とお りです。��

ｂ． アクシデン 卜の対応��

設備不具合発牛後の対応 （短期的な対応）と設備不具合による計画外停止の��

低減への取組み （低減に向けた予防的な取組み）は、 以下の とお りです。��

Ｏ設備不具合発生後の対応について��

すみやかに不具合箇所の復旧を行います。 不具合箇所の修理に 当た っ て は��◆��

主に⊥程 と復旧費用を考慮 して 、 最適な復旧方法を選択 しますが、 電力需要の��

高い時期には、 深夜作業の活用などマ ンパ ワーや費用をかけてでも、 最短工程��

で復旧 します。 また 、 妄今性が担保で きる仮復旧を最短で行 っ た うえ、 後 日��

定期検査で本格復旧を行 うこ とも検討 します。��

、��

Ｏ設備不具合に よる計画外停止の低減ヘの取組みについて��

（ａ）「未然防止」の取組み��

〈設備不具合対応の水平展開の し〈みとその改善＞��

設備不具合とその対応状況をすみやかに全発電所で共有 し、 早期に各発��

電所で類似箇所の点検などの対応をとる こ とによ り、 類似不具合の未然防��

止に努めて います。 さらに、 従来は共有 して いなか っ た他の電力会社の設��

備不具合情報につ いて も、 全発電所で共有 ５る し〈みに追加 して います。��

〈⊥事施⊥小良の再発防止活動〉��

点検工事、 修繕工事の施⊥１、良による設備不具合を防止するため、 協力��

会社と協業で、 施⊥小良の再発防止対策を充実させて います。��

［取組事例 ：作業用春生材の取外 し忘れ］��

３ｌ��



＜弁保全方法の改善＞

漏れなどの設備不具合が発生すると、 供給力に影響を与える弁に関 して

は、 過去の設備不具合事例の分析や軸封部材 （グラン ドパ ッ キン）の劣化

特性に基づき、 必要な処置が行えるよ うな定期保全に変

＜弁保全方法の改善＞

漏れなどの設備不具合が発生すると、 供給力に影響を与える弁に関 して

は、 過去の設備不具合事例の分析や軸封部材 （グラン ドパ ッ キン）の劣化

特性に基づき、 必要な処置が行えるよ うな定期保全に変

＜弁保全方法の改善＞��

漏れなどの設備不具合が発生すると、 供給力に影響を与える弁に関 して��

は、 過去の設備不具合事例の分析や軸封部材 （グラン ドパ ッ キン）の劣化��

特性に基づき、 必要な処置が行えるよ うな定期保全に変更 しています。 （従��

来は、 状態監視による不定期修理）��

（ｂ）　 「早期復旧」の取組み��

＜異常の早期発見＞��

巡回点検の際に、 設備の異常を早期にとらえるよ う努めています。 初期��

の段階で適切な対応 （復旧⊥事など）を行えば、 比較的小規模の⊥事で復��

旧できるので、 工程も費用 もかけずに復旧できます。��

［採用事例 ＝赤外線診断装置活用によるボイラガス漏れの早期発見］��

＜工程短縮に資する工法の採用＞��

早期復旧に有効な修理の新工法の採用を促進 しています。��

［工法事例 ：鋳物部品の低温溶接修理 （従来は取替のみ）、 フ ァ ーマナイ��

ト工法 （漏れ箇所の応急修理）の採用による早期復旧コ��

＜早期復旧に有効な修理用資材の保有＞��

過去の経験から不具合発生が懸念される部品の うち、 調達納期の長い も��

のにつ いては、 修理用資材を保有 しています。 これによ り トラブル発生時��

にはすみやかに修理に着手できるよ うに しています。��

（２）水力発電所、 太陽光発電所��

ａ． アクシデン 卜の状況��

―般水力発電所および揚水発電所の 「計画外停止率」につ いて、 過去 ５カ年��

の実績データは別紙 ８－３、 別紙 ８－４のとお りです。��

また 、 水力発電所、 太陽光発電所においてアクシデン 卜によ り発電支障に至��

った実績は、 別紙 ８－５、 別紙 ８－６のとお りです。��

ｂ． アクシデン 卜の対応��

水力発電所、 太陽光発電所における設備不具合発生後の対応と設備不具合��

による計画外停止の低減への取組みは、 以下のとお りです。��

８２��



〇設備不具合発生後の対応について

すみやかに不具合箇所の復旧を行います。 不具合箇所の復旧に当た っ て

は、 復旧に要する期間と復旧後の設備の信頼度を考慮 して、 最適な復旧方

法を選択 します。 また 、 不具合発生が懸念

〇設備不具合発生後の対応について

すみやかに不具合箇所の復旧を行います。 不具合箇所の復旧に当た っ て

は、 復旧に要する期間と復旧後の設備の信頼度を考慮 して、 最適な復旧方

法を選択 します。 また 、 不具合発生が懸念

〇設備不具合発生後の対応について��

すみやかに不具合箇所の復旧を行います。 不具合箇所の復旧に当た っ て��

は、 復旧に要する期間と復旧後の設備の信頼度を考慮 して、 最適な復旧方��

法を選択 します。 また 、 不具合発生が懸念される部品の在庫や修理用資材��

を事前に確保するとともに、 それ ら物品の保有数量を社内で共有 ・ 融通す��

るこ とによ り、 設備不具合の早期復旧に努めています。��

〇設備不具合による計画外停止の低減への取組みにつ いて��

設備不具合の早期発見、 社会に影響を及ぼす事象の未然防止��

定期的な設備の点検に加えて、 日常の巡視によ り、 設備の健全性確認��

や手入れとい っ た適切な点検を実施 し、 不具合につながる可能性のある��

設備異常の早期発見を行うとともに、 油の構外流出など社会に影響を及��

ぼす事象の未然防止も図っ ています。��

●��同種発電機 トラブルの発生の未然防止��

社内外で発生 した設備不具合事象につ いては社内で共有を図るととも��

に、 他所設備においても同不具合の発生が懸念される場合は計画的にそ��

の対策を実施しています。��

●��適切な改修時期の見極め��

発電設備の巡視 ・ 点検時に収集 した評価保全テ
゛

ータを蓄積 ・ 分析する��

ことに加えて、 劣化診断技術等を活用する こ とによ り、 適切な設備改修��

時期の見極めを行っ ています。��
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平成 ２２年度までは縮小傾向にあっ た需給調整契約ですが、 平成 ２３年夏季には

「通告調整特約」　「需給調整特約Ｓ」の ２つのメニ ューを新設 し、 既存メニ ューの

加入拡大 も図 りま した。

特に比較的お客さまの受容性の高

平成 ２２年度までは縮小傾向にあっ た需給調整契約ですが、 平成 ２３年夏季には

「通告調整特約」　「需給調整特約Ｓ」の ２つのメニ ューを新設 し、 既存メニ ューの

加入拡大 も図 りま した。

特に比較的お客さまの受容性の高

９． 需給調整契約 （随時および計画）の現状とその発動に よる需要削減の見通 し��

平成 ２２年度までは縮小傾向にあっ た需給調整契約ですが、 平成 ２３年夏季には��

「通告調整特約」　「需給調整特約Ｓ」の ２つのメニ ューを新設 し、 既存メニ ューの��

加入拡大 も図 りま した。��

特に比較的お客さまの受容性の高い計画調整特約の加入拡大に傾注 した結果、��

大 口のお客さま全体の約 ８５万 ｋＷの節電効果に、 大き く寄与するもの とな りま し��

た。��

また、 平成 ２３年冬季には、 夏季限定であっ た各メニ ュー（瞬時調整特約を除〈��

を 「冬季版」と して新規に設定 し、 加入拡大を図 りま した。 こ ち らについて も、 大��

口のお客さま全体の約 ５０～６Ｏ万 ｋＷの節電効果に大き〈貢献 して いるもの と��

思われます。��

詳細は、 別紙 ９の とお りです。��

）��
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原子力発電所の停止に伴い、 電力各社 ともに こ の夏に向けて の見通 しを立

てづ らい状況にあり、 電力会社間の 中 ・ 長期的な融通契約について も、 例年

並みの受電ができない可能性も想定されますが、 引き続き、 応援融通等の

原子力発電所の停止に伴い、 電力各社 ともに こ の夏に向けて の見通 しを立

てづ らい状況にあり、 電力会社間の 中 ・ 長期的な融通契約について も、 例年

並みの受電ができない可能性も想定されますが、 引き続き、 応援融通等の

１０． こ の夏に向けて他社融通の規模 ・ 価格の見通 し （中部電力等　般電気事業者）��

現在、 電力各社 とも調整 しつつ、 平成 ２４年度供給計画を策定 して いると��

こ ろであり、 現時点において は、 こ の夏に向けての他社融通の見通 しを立て��

るには至 っ て いません��０��

原子力発電所の停止に伴い、 電力各社 ともに こ の夏に向けて の見通 しを立��

てづ らい状況にあり、 電力会社間の 中 ・ 長期的な融通契約について も、 例年��

並みの受電ができない可能性も想定されますが、 引き続き、 応援融通等の追��

加受電等による供給力の調達に努めてまい ります。��

４２��



ｌＰＰや自家発等か らの受電につ いて は、 各事業者との協議の うえ、 今年

度において も最大限受電 して いますが、 引き続き、 自家発か らの新規受電等

による供給力の調達に努めてまい ります。

ｌＰＰや自家発等か らの受電につ いて は、 各事業者との協議の うえ、 今年

度において も最大限受電 して いますが、 引き続き、 自家発か らの新規受電等

による供給力の調達に努めてまい ります。

１１．　こ の夏に向けて ｌＰＰ等か らの購入規模 ・ 価格の見通 し��

現在、 平成 ２４年度供給計画を策定 して いるとこ ろであり、 現時点におい��

ては、 こ の夏に向けての ｌＰＰ等か らの購入見通 しを立て るには至 っ て いま��

せん��０��

ｌＰＰや自家発等か らの受電につ いて は、 各事業者との協議の うえ、 今年��

度において も最大限受電 して いますが、 引き続き、 自家発か らの新規受電等��

による供給力の調達に努めてまい ります。��

４８��



当社は、平成 １８年９月の 「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴

い、 原子力発電所の耐震安全性評価を行 っ て います。 地震や地盤などに関する調査結果

については、 平成２２年 １１月 ２５日に、 原子力

当社は、平成 １８年９月の 「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴

い、 原子力発電所の耐震安全性評価を行 っ て います。 地震や地盤などに関する調査結果

については、 平成２２年 １１月 ２５日に、 原子力

１２． 全ての原子力発電所の立地場所に関するこれまでの地震や地盤などの調査の結果��

当社は、平成 １８年９月の 「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴��

い、 原子力発電所の耐震安全性評価を行 っ て います。 地震や地盤などに関する調査結果��

については、 平成２２年 １１月 ２５日に、 原子力安全 ・ 保安院の審議結果を踏まえて評��

価結果の内容を取 りまとめ、 報告書を提出 し、 平成２２年 １２月には、 原子力安全委員��

会にも確認をいただいて います。 審議内容につ いては、 下記 ＨＰに公開されて います。��

上記報告書は、 建設時または安全審査で実施 した調査結果か ら、 耐震安全性評価で実��

施 した最新の調査結果まで を取 りまとめた ものです。 こ の うち、 各発電所の敷地周辺の��

地質 ・ 地質構造や基準地震動に関連する部分については、 別冊 １２の とおりです。��

■��原子力安全 ・ 保安院ＨＰ��

総合資源工ネルギー調査会　原子力安全 ・ 保安部会��

耐震 ・ 構造設計小委員会��

地震 ・ 津波、 地質 ・ 地盤合同 ワーキンググループＣサブグループ��

ｈｔｔｐ＝／／冊ｗ． ｎｉｓａ． ｍｅｔｉ． ｇｏ． ｊｐ／ｓｈｉｎｇｉｋａｉ／１Ｏ７／３／４／１０７３４ｉｎｄｅｘ． ｈｔｍｌ��

原子力安全委員会 ＨＰ��

耐震安全性評価特別委員会��

地震 ・ 地震動評価委員会　 ワーキング ・ グループ２��

ｈｔｔｐ＝／／ｗ岬． ｎｓｃ． ｇｏ． ｊｐ／ｓｅｎｍｏｎ／ｓｈｉｄａｉ／ｔａｉｓｈｉｎ ｇｏｄｏＷＧ２． ｈｔｍ��

４４��
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原子力発電所の事故につ いて は、 原子炉等規制法や電気事業法によ り、 報告が必

要となる事故の内容が定め られて います。 また、 立地自治体と締結 して いる安全協

定において も、 自治体に報告が必要な異常事象を定めて いま

原子力発電所の事故につ いて は、 原子炉等規制法や電気事業法によ り、 報告が必

要となる事故の内容が定め られて います。 また、 立地自治体と締結 して いる安全協

定において も、 自治体に報告が必要な異常事象を定めて いま

１３． 全ての原子力発電所の これまでの事故に関する情報��

原子力発電所の事故につ いて は、 原子炉等規制法や電気事業法によ り、 報告が必��

要となる事故の内容が定め られて います。 また、 立地自治体と締結 して いる安全協��

定においても、 自治体に報告が必要な異常事象を定めて います。 こ れ らの事故 ・ 異��

常事象（以下、　トラブル）が発生 した場合は、 関係機関にすみやかに報告するととも��

にプレス発表 して います。��

過去 ５年間に発生 した これ らの トラブルにつ いて は、 別紙 １３および別冊 １３―��

１の とおりです。��

なお、 当社では平成 ３年に美浜発電所 ２号機蒸気発生器伝熱管損傷事象、 平成��

１６年に美浜発電所 ３号機二次系配管破損事故が発生 して いますが、 その最終報告��

書は別冊 １３ー２、　１３ー３の とお りです。��

なお、　トラ ブル情報については、 日本原子力技術協会が運営する原子力施設情報��

公開ライブラ リー（ニューシア）に登録 し、 ―般の方々がご覧いただけるよ う公開��

して います。��

また 、　トラブルには至 らない軽微な事象につ いて も情報をデータベース と して二��

ュ
ーシアに蓄積 し、 全電力会社に水平展開する こ とによっ て 、　トラ ブルの未然防止��

を図 っ て います。��

・ 原子力施設情報公開ライブラ リー（二ューシア）��

ｈｔｔｐ；／／ｗｗｗ． ｎｕｏｉａ． ｊｐ／ｉｎｄｅｘ． ｈｔｍｌ��

４５��



③平成２１年度③平成２１年度

別紙１３］��

①平成２３年度��
番号��発生年月 日��ｌ　 ユニ ッ ト　 ｌ�� 概　　 要�� 法令�� 異常事象 ｌ��

１��平成２３年７月１５日��ｌ大飯 １号機 ＩＣ－アキュ ーム レータ圧力低下に伴う原子炉手動停止�� ●　 ｌ��
２��平成２３年８月１８日��ｌ高浜４号機 ｌ蒸気発生器伝熱管の傷�� ●��

３��平成２３年１２月７日��ｌ美浜２号機 ｌＡ
－加圧器ス７

’

レ弁タ
’

ラント
’

リータオフ流量の増加による原子炉手動停止��

４��平成２３年１２月３ｌ日��ｌ高浜２号機 ｌ協力会社作業員の負傷�� ●　　ｌ��

０平成２２年度��
番号��発生年月日　 ｌ��ｌ　 ユニ ッ ト�� 概��要�� 法令�� 異常事象 ｌ��

平成２２年４月１９日��ｌ美浜２号機��１次冷却材中の放射能灑度の上昇 （燃料集合体か らの漏えい）�� ●��

平成２２年５月１ｌ日��ｌ高浜 ２号機��発電機Ｂ水素ガス冷却器冷却水配管からの漏えいに伴 う出力抑制�� ●��

平成Ｚ２年５月Ｔ２日��ｌ高浜４号機��発電機水素ガス冷却器の冷却水入口弁フ ラ ンジ部からの漏えい による発電停止�� ●��

平成２２年５月ｌ４日��ｌ高浜 １号機��タービン動補助給水ボンブの待機除外 （ボンブ軸受部からの油漏えい）�� ●��

平成２２年Ｂ月ｌ０日 ｌ��ｌ大飯 ２号機��主復水タ ンク内での協力会社作業員の負傷�� ●��

平戒２２年ｔ０月２０日ｌ��ｌ美浜 ２骨盤��調整運転中における電気出力の変動�� ●��

平成２２年１１月ｌ日��美浜 ２号機��
原子炉格納容器空気再循環フ ァ ン定期試験における運転上の制限の逸脱��
（冷却コ イル冷却水出口弁の動作不良）��

●��

平成２３年２月Ｔ日��ｌ高浜 １号機��タービン建屋での協力会社作業員の負傷�� ●��

平成２３年３月８日��ｌ高浜 ３号機��補助建屋での協力会社作業員の負傷�� ●��

１０ｌ��平成２３年３月９日��ｌ高浜 １号機��Ｂ―非常用ティ ーゼル発電機か らの潤滑油漏えい�� ●��

③平��成２１年度��
番号ｌ�� 発生年月日��ｌ　 ユーッ 卜�� 概　　 要�� 法令�� 異常事象 ｌ��

平成２１年７月７日��ｌ大飯１．２号機��ｌほう酸補助タンク設置工事における協力会社作業員の負償�� ●��

平成２１年８月３１日��ｌ大飯２号機��１次冷却材中の放射能濃度の上昇（燃料藁合体からの鷺えい｝�� ●��

平成２１年１０月１２日��
平成２１年１０月１９日��

大飯 １号機��
プラ ン ト排気筒ガスモニタの

一時的な指示値の上昇��

（水素再結合装置にあるガス分析装置の入口酸素濃度計の 自動校正）��
●��

平成２１年１１月１３日��ｌ美浜 １号機��ｌ発電機出力上昇操作中の不具合による発電停止�� ●�� ●��

平成２１年１２月２４日��大飯 １号機��
ブラン 卜排気筒ガスモニタの―時的な指示値の上昇��
（体積制御タンク水位計の検出配管内の水抜き作業）��

●��

ｌ平成２２年２月１Ｂ��ｌ大甑 １号機��１次冷却材中の放射能濃度の上昇【燃料集合体からの漏えい）�� ●��

ｌ平成２２年３月８日��ｌ高浜 ２号機��ｌ補助建屋排気筒ガスモニタの
―時的な指示値の上昇�� ●��

ｌ平成２２年３月１６日��ｌ高浜４号機��ｌ蒸気発生器伝熱管の有意な信号指示�� ●�� ●��

ｌ平成２２年３月１９日��ｌ美浜 ２号機��ｌ化学体積制御系統の空気抜き配管溶接部か らの漏えいによる原子炉手動停止�� ●�� ●��

④平成２０年度��
番号ｌ��ｌ　 発生年月 日��ｌ　 ユニ ッ ト�� 概　　 要�� 法令�� 異常事象 ｌ��

ｌ平成２０年５月２８日��ｌ大飯３号櫨��ｌ原子炉容器Ａルーブ出口管台溶接韶での鷺 （４月８日微小な傭確認｝�� ●�� ●��

２ｌ��ｌ平咸２０年Ｔ月２１日��ｌ美浜 ２号機��ｌＡ－余熱除去ポ ンプ軸封部の不調に伴う運転上の制限の逸脱�� ●��

ｌ平成２０年７月２７日��ｌ大飯 １号機��ｌ管理区域内での協力会社作業員の体調不良 （熱中症）�� ●��

ｌ平成２０年８月１９日��ｌ大飯４号機��ｌ１次冷却材中の放射能濃度の上昇（燃料集合体からの漏えい）�� ●��

ｌ宰成２０年０角８日��ｌ大飯３，４号磯��ｌ海水淡水化装置建屋での作業中の負矗�� ●��

ｌ平成２０年９月２２日��ｌ高浜４号機��ｌ蒸気発生器伝熱管の有意な信号指示�� ●��

ｌ平歳２０年１０月３０��ｌ高浜 ４号機��ｌ蒸気発生器入口管台溶接部での寓�� ●��

ｌ平成２０年１ｌ月２０日��ｌ美浜発電所��ｌ送電系統への落雷による １．　２号機の 自動停止と ３号機の系統単独運転�� ●��

ｌ平成２０年１２８３日��！美浜 １号機��ｌタ
ービン動補助給水ポンブの運転上の制限の逸脱�� ●��

１０ｌ��ｌ平成２１年１月５日��ｌ大飯３号機��ｌ原子炉熱出力の運転上の制限の逸脱�� ●��

１１ｌ��ｌ平成２１年３月１２日��ｌ大飯２号機��ｌ取水路壁面の防汚塗装工事における協力会社作業員の負傷�� ●��

⑤平成１９年��
番号ｌ��ｌ　 発生年月日��ｌ　 ユニ ッ ト�� 概　　 要�� 法令　 ｌ�� 異常事象��

ｌ平成１９年４月１７日��ｌ美浜 １号機��ｌ原子炉格納容器内の壁面か らの水のに じみ��

ｌ平成１９年４月２５日��！美浜３号機��ｌ蒸気発生器 ２次側管板上面での異物確認�� ●��

ｌ平成１９年５月２８日��ｌ藁浜 ３号機��ｌ発電機部品 （ケーシングボル ト）運搬中の協力会社作業員の負傷�� ●��

ｌ平成１９年６月８Ｂ��ｌ奘浜 ３号機��ｌＡ蓄圧タンク窒素供給系統からの僅かな窒素漏れ�� ●��

ｌ平成１９年８月１０日��ｌ大飯 １号機��ｌＢ―非常用ディーゼル発電機の待機除外�� ●��

ｌ平成１９年０月３日��ｌ大甑１号機��ｌ１次冷却材ボンブ封水注入フ ィルタか らの漏え い に伴う原子炉手動停止�� ●�� ●��

ｌ平成１９年９月１１日��ｌ大飯１．２号磯��ｌ復水処理建屋内での配管点検準備作業中の協力会社作業員の負傷�� ●��

ｌ平成１９年９月２５日��ｌ奠浜 ２号機��ｌＡ－蒸気発生器入 口管台溶接部の傷�� ●�� ●��

ｌ平成１９年９月２８日��ｌ高浜 ３号機��ｌＡ
－非常用テ ィーゼル発電機の待機除外�� ●��

１０ｌ��ｌ平威ｌ９年１０８２日��ｌ高浜 ２号機��ｌ制御棒クラスタ動作検査時の制御棒の動作不良�� ●�� ●��

１１ｌ��ｌ平成１９年１０月２４日��ｌ大飯３号機��ｌブラ ン ト排気筒か らの僅かな希ガスの放出�� ●��

１２ｌ��ｌ乎成１９年１１月５日��ｌ高浜 １号機��ｌＡ―非常用デ ィ ーゼル発電機の待機除外�� ●��

１３ｌ��ｌ平成１９年１１月了日��ｌ大飯２号機��ｌ２次系主給水配管曲がり部の減肉�� ●�� ●��

１４ｌ��ｌ平成１９年１２月４日��ｌ高浜 ２号機��ｌ蒸気発生器入口管台溶接部での傷�� ●�� ●��

１５ｌ��ｌ平成１９年１２月５日��ｌ美浜 １号機��ｌ湿分分離器 ドレンタンク水面計取出 しフラ ンジからの蒸気漏えいに伴 う原子炉手動停止�� ●��

１６ｌ��ｌ平威１９年１２骨６日��ｌ美浜 １号機��ｌ定期的な放射性気体廃棄物放出時の警報発信�� ●��

１７ｌ��ｌ平成１９年１２月１３日��ｌ大飯 ２号機��ｌ「１次冷却材平均温度異常低」警報の発信�� ●��

１８ｌ��ｌ平成１９年１２月１５日��ｌ大飯 ２号機��ｌ第２段湿分分離加熱器空気抜き管からの蒸気漏えい に伴う原子炉手動停止�� ●��

１９ｌ��ｌ平成２０年１月９日��ｌ高浜 １号機��ｌ１次冷却材中の放射能矗度の上昇（燃料棗合体からの彌えい｝�� ●��

２０ｌ��ｌ平成２０年２月４Ｂ��ｌ高浜 ３号櫨��ｌ蒸気発生器入口管台溶接部での傷�� ●�� ●��

２１ｌ��ｌ平咸２０年２月７０��ｌ大飯３号機��ｌ中性子源領域検出器の―時的な停止�� ●��

２２ｌ��ｌ平成２０年３月１２自��ｌ大飯 ２号機��ｌ制御棒位置偏差大警報発信に伴う出力降下�� ●��
ｆ��

●��

２３ｌ��ｌ平成２０年３月１８日��ｌ大飯３号機��ｌ所内電源喪失に伴 う非常用ティ ーゼル発電櫨の０動起動�� ●��

＠平成１８年度��
ｌ番号ｌ��ｌ　 発生年月 日�� ユニ ッ ト��ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　概　　要�� ｌ　 法令　 ｌ��ｌ異常事象��

ｌ平成１８年５月１６日��ｌ美浜 ３号機��ｌ格納容器内での水漏れ�� ●��

ｌ　 ２ｌ��ｌ平成１８年６月２４日��ｌ美浜 ２号機��ｌ５Ａ高圧鴾水加熱器 ドレンラ イン逆止弁フ ランジ部か らの蒸気漏れに伴 う出力降下�� ●��

３ｌ��平成１８年８月１８０��高浜 ３号機��ｌｒＢ
－蒸気発生器の水位轟常低」聾報発信による原子炉 自動停止�� ●�� ●��

４ｌ��平成１８年８月２５日��大飯４号機��ｌＢ－電動補助給水ボンブの待螻餘外�� ●��

ｌ　 ５ｌ��ｌ平成１９年ｌ月１４日��！高浜 １号機��ｌ原子炉補助建屋内 【管理区域内）での水漏れ�� ｌ　 ●��

８ｌ��平成１９年２月１６日��美浜 １号機��ｌ余熱除去系統サンブリングライ ンの溶接事業者検査手続き漏れ�� ●��

７ｌ��平成１９年３８１９０��大飯 １号機��ｌ協力会社作業員の負傷�� ●��
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原子炉の設置に際 して は、 原子力施設の安全性確保のために 、 国に 「原子炉設置（変

更）許可申請書」を提出 し、 「安全評価指針」に基づ〈評価を行 っ て います。

その評価において は事故発生時に必要な安全機能によ っ て 、

原子炉の設置に際 して は、 原子力施設の安全性確保のために 、 国に 「原子炉設置（変

更）許可申請書」を提出 し、 「安全評価指針」に基づ〈評価を行 っ て います。

その評価において は事故発生時に必要な安全機能によ っ て 、

１４． 全ての原子力発電所でのシ ビアアクシデン 卜の影響の シ ミュ レーシ ョ ンの結果��

原子炉の設置に際 して は、 原子力施設の安全性確保のために 、 国に 「原子炉設置（変��

更）許可申請書」を提出 し、 「安全評価指針」に基づ〈評価を行 っ て います。��

その評価において は事故発生時に必要な安全機能によ っ て 、 炉心の冷却が確保され、��

公衆に対 して著 しい放射線被ば〈の リスクを与えない こ とを評価 して います。��

しか しながら、 万
―

、 想定を超える事故が発生 した場合にも、 公衆に対 して著 しい放��

射線災害を与えない こ と、 即 ち、 原子炉施設の立地上の妥当性を示すため、 「原子炉立��

地審査指針」に基づき 「重大事故 （敷地周辺の事象、 原子炉の特性、 安全防護施設等を��

考慮 し、 技術的見地か らみて 、 最悪の場合には起 こ るかも しれない と考え られる重大な��

事故）」および 「仮想事故 （重大事故を超えるよ うな技術的見地か らは起 こ るとは考え��

られない事故）」を想定 し、 周辺住民の被ば〈評価を行っ て います。 こ の評価内容は、��

別冊 １４―１の とお りです。��

シ ビアアクシデン トの発生防止 ・影響緩和につ いては、 平成 ４年か らア クシデン トマ��

ネジメ ン ト対策に取 り組んできて います。 その取組内容について は、 別冊 １４―２の と��

お りです。��

当社は、福島第ー原子力発電所のような事故を起 こ してはな らない との固い決意のも��

と、 炉心冷却機能や電源の多重化 ・ 多様化、 浸水対策など徹底的な安全対策に取 り組む��

とともに、ス トレステス トによ り想定を超える地震や津波等の事象に対 して定量的に評��

価 し、 安全対策の有効性を確認 して います。 今後とも、 安全性の さらなる向上に向けた��

取組みを継続 してまい ります。��
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１５． 原子力発電所で シ ビアアクシデン 卜が発生 した場合の損害賠償に対５る備えの

状況

１５． 原子力発電所で シ ビアアクシデン 卜が発生 した場合の損害賠償に対５る備えの

状況

１５． 原子力発電所で シ ビアアクシデン 卜が発生 した場合の損害賠償に対５る備えの��

状況��

原子力災害に よ り第三者に被害が及んだ場合の損害賠償責任および原子力事業��

者があらか じめ講 じるべき措置につ いて は 「原子力損害の賠償に関する法律」（以��

下、 「原賠法」）において定め られて お り、 当社は、 同法に基づ〈備えを行っ て いま��

す��０��

「原賠法」では、 「異常に 巨大な天災地変」、 「社会的動乱」に よる原子力災害の��

場合は原子力事業者の賠償責任は免責とされて いますが、 それ以外の場合は、 被害��

者の賠償請求先を明確にする等の観点か ら、 原子力災害に よる損害は原子力事業者��

が集中的に賠償責任を負 うもの と規定 して お り、 その確実な履行の裏付けと して 、��

原子炉の運転に関 し、 原子力事業者に １発電所当た り１，　２Ｏ０億円の損害賠償措��

置を講 じるこ とを義務付けて います。��

その方法 と して 、 「原賠法」では 「原子力損害賠償責任保険契約」と 「原子力損��

害賠償補償契約」の締結、 または 「供託」とい う２つの選択肢が示されて いますが、��

当社において は前者に よる措置を講 じて おり、 具体的には美浜発電所、高浜発電所、��

大飯発電所の ３発電所それぞれにつ いて １，　２Ｏ０億円、 計 ３，　６００億円の 「原��

子力損害賠償責任保険契約」および、 同額の 「原子力損害賠償補償契約」を締結 し、��

原子力災害による損害賠償の備え と して います。��

「原子力損害賠償責任保険契約」は、 損害賠償支出に適用 される賠償責任保険契��

約であり、 民間の損害保険会社との間で契約を行っ て いますが、 引受額が巨額であ��

るこ となどか ら、 わが国では損害保険会社 ２３社か らなるプール組織による共同引��

受方式 とする こ とで保険金の支払能力を確保 して います。��

「原子力損害賠償補償契約」は、 上記の民間保険会社による保険では対応で きな��

い範囲を補 うもの と して 、 政府 （文部科学省）との間で契約を行っ て いるものであ��

り、 地震 ・ 津波 ・ 噴火によ っ て引き起 こ された原子力災害による被害、 正常運転 し��

て いるにもかかわらず発生 した原子力災害による被害、 原子力災害発生後 １０年を��

経過するまでの間に賠償請求がなか っ た被害につ いての損害賠償支出に対 して適��

用されます。��

原子力事業者の賠償責任額に上限は設け られて お らず、 上記の １，　２００億円の��

賠償措置額を超える損害賠償につ いては、 原子力事業者が負担するこ とになります��

が、 「原賠法」においては、 原子力事業者に対 し、 原子力事業者が損害を賠償するた��

めに、 政府が必要な援助を行 うこ とがで きる しくみがあります。��

昨年、　 「原子力損害賠償支援機構法」が制定されま したが、 同法に おいては、 原��

子力事業者の 「相互扶助」の考え方に基づき、 それぞれ資金を拠出 し合っ て積立金��
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として事故に備え、 原子力災害による損害賠償額が賠償措置額を超えると見込まれ

る場合には、 事業者が原子力損害賠償支援機構に資金援助を申し込むこ とができる

こ ととされており、 原子力損害の賠償が迅速かつ適切に実

として事故に備え、 原子力災害による損害賠償額が賠償措置額を超えると見込まれ

る場合には、 事業者が原子力損害賠償支援機構に資金援助を申し込むこ とができる

こ ととされており、 原子力損害の賠償が迅速かつ適切に実

として事故に備え、 原子力災害による損害賠償額が賠償措置額を超えると見込まれ��

る場合には、 事業者が原子力損害賠償支援機構に資金援助を申し込むこ とができる��

こ ととされており、 原子力損害の賠償が迅速かつ適切に実施されるための具体的な��

しくみの構築が図られま した。��
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【参考】

平成２３年３月末　従業員数　２２，２０７　人

【参考】

平成２３年３月末　従業員数　２２，２０７　人

１６． 人件費の内訳��

当社の��平成２２年度における人件費の内訳は、 以下の とお りです。��

項轟名�� 金額 （百万円｝��

役員給与�� 基本報酬�� ９４５��

賞与��

小計�� １
，
０５５��

給料手当�� 基準賃金�� １１６，９８３��

賞与�� ４３，９４６��

時間外手当 ・ 作業手当等�� １８，９５４��

通勤費等�� ２，２６ｔ��

小計�� １８２，ｔ４８��

給罍手当振替額��建設費への振替額�� ｍ２
，
９０５��

その他ヘの振替額�� －４３８��

小計�� －３．３４２��

退職給与金�� 毒９，６３４��

厚生費�� 法定厚生費�� ２５
，
９８１��

般厚生費�� ８．ｔ４０��

小計�� ３２，ｔ０２��

委託検針費�� ４，毒６４��

委託集金費�� １
，
２８９��

雑給�� １，７４１��

ｌ人件費　計�� ２３８，７９０��

【参考】��

平成２３年３月末　従業員数　２２，２０７　人��

５０��

０��
・

■��
１

毒��
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燃料の調達方法につ いては、 当社が使用する原油 ・ ＬＮＧ・ 石炭につき、 別紙

１７ー１のとお りです。

燃料の価格については、 契約上の守秘義務もあり、 また今後の取引に影響を及ぼ

すおそれがある こ とか ら、 燃料種別 ごと

燃料の調達方法につ いては、 当社が使用する原油 ・ ＬＮＧ・ 石炭につき、 別紙

１７ー１のとお りです。

燃料の価格については、 契約上の守秘義務もあり、 また今後の取引に影響を及ぼ

すおそれがある こ とか ら、 燃料種別 ごと

１７． 燃料の調達の方法と価格��

燃料の調達方法につ いては、 当社が使用する原油 ・ ＬＮＧ・ 石炭につき、 別紙��

１７ー１のとお りです。��

燃料の価格については、 契約上の守秘義務もあり、 また今後の取引に影響を及ぼ��

すおそれがある こ とか ら、 燃料種別 ごとの価格につ いては開示を差 し控えさせてい��

ただきますが、 平成 ２３年度 （第３四半期まで）の火力燃料費につ いては、 別紙��

１７―２のとお りです。��

ｌ��５��



燃料の調達方法 （燃料種別ごと）

○石油

燃料の調達方法 （燃料種別ごと）

○石油

［別紙 １７－１��

燃料の調達方法 （燃料種別ごと）��

○石油��

●��

●��

●��

●��

石油は元売、 ある い は商社 との契約によ り購入 して い ます。��

購入にあた っ て は、 取引先が全てを手配するルート、 すなわち、 取引先 自ら��

が原油牛産者に発注 し、 自らの手配する国内中継基地 （タンク）か ら内航タ��

ンカーを利用 して発電所まで輸送するルートに加え 、 当社が社外に確保 して��

いる専用 タ ン クか ら当社専用 の内航タ ンカーにて発電所まで輸送するルー��

トがあ ります。 これは 、 電力需要の急増や他電源の突発的な トラブル等、 緊��

急時の石油の調達安定性を確保するため に実施 して い ます。��

当社が手配するルートにお きま して は、 原油生産者への発注を国内専用基地��

到着の ２～３ケ 月前に実施 して い ます。 また 、 内航タ ンカーによる 中継基地��

のタ ンクか ら発電所までの輸送につ いて は 、 発電所着の前週に発注 して い ま��

す。��

当社エ リア内では 、 環境規制 （ＳＯＸや ＮＯｘ等の排出規制）が非常に厳 しい��

こ とか ら、 超低硫黄原油を使用する必要があ ります。 その供給量が低下 して��

いる こ とか ら、 安定確保のため 、 供給ソース の多様化を実施 してい ます��０��

燃料の調達方法 〔石油〕��
ｒ�� �ヽ�

�ヽ�

｝元売・商ｔｔと０）勢０■こｔり鷺入��
｝低硫黄原油の安定確保のため、 供給ソースの多様化を実施��
〉石油は、 電力需要の急増や他電源の突発的トラフ

゛

川 こ対する需給変動対応ｌこ利用しているため、 緊急時の��

讃達安定！性確保を目的■ｉ取引先が全てを手配するルートｌこ力ｎえ、 当社専用の中継基地や石油内航９ンカー確保等��
の対応も実施�� ノ��

・　　 ｌ　　　　　 ｍ鷺暦‐ー　　　　 ｒ��
／ー��発注タイミング

：�� 発注タイミング：�� （当社手配）��
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長期契約の ＬＮＧは、 契約数量を年間ほぼ均等に引き取 り、 需要が変動 した

場合は主にスポッ ト調達で対応 しています。 ス ポッ ト調達は、 基地到着の ２

～３ケ 月前の契約が必要です。

ＬＮＧの輸送に関しては、 当社が輸送船

長期契約の ＬＮＧは、 契約数量を年間ほぼ均等に引き取 り、 需要が変動 した

場合は主にスポッ ト調達で対応 しています。 ス ポッ ト調達は、 基地到着の ２

～３ケ 月前の契約が必要です。

ＬＮＧの輸送に関しては、 当社が輸送船

〇ＬＮＧ��

●�� ＬＮＧ生産者との直接契約によ り購入 （
一部 トレーダーか らの購入あり）し��

ています��０��

契約期間に関しては ２０年前後の長期が主流であ り、 他電力会社やガス会社��

との共同契約もあ ります��０��

長期契約の ＬＮＧは、 契約数量を年間ほぼ均等に引き取 り、 需要が変動 した��

場合は主にスポッ ト調達で対応 しています。 ス ポッ ト調達は、 基地到着の ２��

～３ケ 月前の契約が必要です。��

ＬＮＧの輸送に関しては、 当社が輸送船を手配する場合 （ＦＯＢ契約）と売��

主が手配する場合 （ＣＩＦ契約）があ ります��０��

天然ガス は、 気体の まま運ぶ こ とは非効率であるため 、 液化 して輸送する こ��

ととな りますが、 そのための専用設備 （積出基地における液化設備、 ＬＮＧ��

専用タンカー、 受入基地における気化設備等）が必要です。��

燃料の調達方法 〔ＬＮＧ〕��
�ヽ�

｝８Ｈ０生１臺者と矗）直接嚢聾５；より購入（一部トレー夢ーからの購入あリ）��
｝輸送に関してはＦ００契約の場合は買主が、αＦ契約（Ｉ）場合は売主がＬＮ（３船を手配する仕組み��
｝契約期間は２０年前後の長期が主流であり、 他電力会社やガス会社との共同契約もあり��
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石炭の輸送に関しては、 当社が輸送船を手配する ＦＯＢ契約によ り購入 し、

発電所まで輸送 してい ます。 生産者への発注は、 発電所着の ３～４ケ 月前に

実施 してい ます０

石炭の輸送に関しては、 当社が輸送船を手配する ＦＯＢ契約によ り購入 し、

発電所まで輸送 してい ます。 生産者への発注は、 発電所着の ３～４ケ 月前に

実施 してい ます０

〇石炭��

●�� 石炭牛産者との直接契約によ り購入 （一部 トレーダーか らの購入あ り）して��

います��

石炭の輸送に関しては、 当社が輸送船を手配する ＦＯＢ契約によ り購入 し、��

発電所まで輸送 してい ます。 生産者への発注は、 発電所着の ３～４ケ 月前に��

実施してい ます��０��

●�� 需給調整を目的として一時的に海外貯炭場に保管し、 発電所への到着時期を��

調整する場合もあ ります。��

燃料の調達方法 〔石炭〕��
ｒ�� �ヽ�

｝石炭生産者と癌｝直接夢８鴛ｌこより購入（一部トレ‐・ターからの購入あり）��
舛８送に関しては實主が輸送船を手配するＦ〔）Ｂ契約がー●般的��
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◆８万り２隻を輸送��

＼‐��

　��

一時貯炭壕を経由する場合あり��

ｌα≡；炭生産；昔儘童≡≡｝与≡船�� 脚圖鯛��（当社手暮０��

５４��

０��

●��

Ｊ��

０
‐

●��

Ｔ
Ｊ��

ｒ��

�ヽ�

●��

　
Ｈ��

‐��

‐��

－

≡窟��

ｌ

Ｊ��

ｒ��

�ヽ�

●��

　
Ｈ��

‐��

‐��

－

≡窟��

ｌ

Ｊ��



なお 、 燃料種別 ごとの市況動向 （通関価格等）は以下の とお りです。

（上記燃料費には、 通関後に発生する費用 （石油石炭税や基地経費等）も

含まれてい ますが、 市況価格には含まれてい ません。 ）

なお 、 燃料種別 ごとの市況動向 （通関価格等）は以下の とお りです。

（上記燃料費には、 通関後に発生する費用 （石油石炭税や基地経費等）も

含まれてい ますが、 市況価格には含まれてい ません。 ）

［別紙 １７－２��

平成２３年度 （第３四半期まで）の火力燃料費��

４，　８３７億円��

なお、 燃料種別 ごとの市況動向 （通関価格等）は以下の とお りです。��

（上記燃料費には、 通関後に発生する費用 （石油石炭税や基地経費等）も��

含まれてい ますが、 市況価格には含まれてい ません。 ）��

（原油）��

＄／ｂｂｌ��
１４０��

１２０�� －－－全 日本通関Ｇ【Ｆ価格��

１００��

８０��

６０��

４０��

２０��

２００９年１月　　 ２００９年７月　　 ２０１０年１月　　２０１０年７月　　 ２０１１年１月　　２０１１年７月��

当社エ リア内では、 環境規制 （ＳＯｘやＮＯｘ等の排出規制）が非常に厳��

しい こ とか ら、 比較的高価な超低硫黄原油を使用する必要があ ります。��

５５��

］��

●��●��●��



＄ノＭＭＢｔｕ
１８

＄ノＭＭＢｔｕ
１８

（ＬＮＧ）��

＄ノＭＭＢｔｕ��
１８��

１６�� ‐‐‐全日本通関０ＩＦ価格��

１４��

１２��

１０��

２００９年１月　 ２００９年７月　 ２０１０年１月　 ２０１０年７月　 ２０１１年１月　 ２０１１年７月��

（石炭）��

＄／ｔ��

１６０��

１５０��
‐‐全日本通関０ＩＦ価格��

１３０��

１２０��

１１０��

１００��

９０��

８０��

２∞９年１月��２００９年７月　　 ２０１０年１月　　 ２０１０年７月　　 ２０１１年１月　　 ２０１１年７月��

５６��

８
　
　

６
　
　

４��



平成 ２２年度の電気事業営業費用明細表において委託費に整理 している金額は

１，　２３２億円であ り、 委託先数は５０Ｏ社を超えるものとなっ ています。

業務委託先の一覧表と業務委託価格は、 営業秘密に該当するもので

平成 ２２年度の電気事業営業費用明細表において委託費に整理 している金額は

１，　２３２億円であ り、 委託先数は５０Ｏ社を超えるものとなっ ています。

業務委託先の一覧表と業務委託価格は、 営業秘密に該当するもので

１８． 業務委託先の一覧表と業務委託価格��

平成２２年度の電気事業営業費用明細表において委託費に整理 している金額は��

１，　２３２億円であ り、 委託先数は５０Ｏ社を超えるものとなっ ています。��

業務委託先の一覧表と業務委託価格は、 営業秘密に該当するものであ り、 これを開��

示すると、 委託先に重大な影響が生 じるとともに、 当社の今後の取引にも重大な影響��

が生じるこ とから、 開示は差 し控えさせていただきます。��

・ 平成 ２２年度の委託費内訳 （単位 ＝億円）��

費目�� 区分�� 金額※��

水力発電関係��

委��火力発電関係�� １４４��

原子力発電関係�� ３５１��

託��送電関係�� １０４��

変電関係�� ３０��

配電関係�� １５２��

販売関係��

般管理関係�� ２００��

合計�� １，　 ２３２��

※億円未満切捨て処理のため、 合計は―致 しない。��

５７��

１
・��７��

費��

７��７��１��



（参考）その他
・ 関電‐ネルギー開発㈱、 （財）関西電力共済会館との共有施設

中之島プラザ （大阪府）

・ 関西電力健康保険組合の保有施設

有明山荘 （兵庫県）、 黒潮山荘 （和歌山県）、 翠山荘 （兵庫県）、

鳥羽あらしま荘

（参考）その他
・ 関電‐ネルギー開発㈱、 （財）関西電力共済会館との共有施設

中之島プラザ （大阪府）

・ 関西電力健康保険組合の保有施設

有明山荘 （兵庫県）、 黒潮山荘 （和歌山県）、 翠山荘 （兵庫県）、

鳥羽あらしま荘

９． 保養所の一覧表と各保養所の収支��

当社の保養所の―覧表と各保養所の収支は、 以下のとおりです。��

（保養所―覧）��

名　 称�� 所在地��

須磨クラブ�� 兵庫県神戸市須磨区��

あかぐり崎クラブ�� 福井県大飯郡おおい町��

（平成 ２２年度実績）�� （単位 ：百万円）��

運営費・維持費 計�� ８８��

利用料収入 計��

※施設ごとに独立 した会計を有 していないため、 総額を記載��

（参考）その他��
・ 関電‐ネルギー開発㈱、 （財）関西電力共済会館との共有施設��

中之島プラザ （大阪府）��

・ 関西電力健康保険組合の保有施設��

有明山荘 （兵庫県）、 黒潮山荘 （和歌山県）、 翠山荘 （兵庫県）、��

鳥羽あらしま荘 （三重県）、 加賀柴山荘 （石川県）��

５８��

１
■��

４��
１
■��
１
■��
１
■��



１． 土地

当社は、 電気事業と して必要な事業用地を保有 してお り、 これ らは、 電力の安定供

給を確保する設備形成に必要な経営資源です。

所有土地のほ とん どは、 以下の とお り電気事業の用に供 して お り、 帳簿価額の総額

は

１． 土地

当社は、 電気事業と して必要な事業用地を保有 してお り、 これ らは、 電力の安定供

給を確保する設備形成に必要な経営資源です。

所有土地のほ とん どは、 以下の とお り電気事業の用に供 して お り、 帳簿価額の総額

は

２Ｏ． 所有不動産のー覧表��

１． 土地��

当社は、 電気事業と して必要な事業用地を保有 してお り、 これ らは、 電力の安定供��

給を確保する設備形成に必要な経営資源です。��

所有土地のほ とん どは、 以下の とお り電気事業の用に供 して お り、 帳簿価額の総額��

は４，　６７６億円です。��

（Ｈ２３． ３末）��

ｒヽヽヽ、ヽ、ヽー��該当する土地�� 筆数 （筆）�� 公簿面積 （千甫）�� 帳簿価額 （億円）��

水力発電設備��水力発電所の用に供する��

ための土地��

１４，　 ８１０��１Ｏ６，　 ６３８�� １６４��

汽力発電設備��火力発電所の用に供する�� １　９４�� ５，　 ６Ｏ４��

ための土地��

原子力発電設備��原子力発電所の用 に供す�� ３０１�� ２，　 ３６８��

るための土地��

内燃カ発電設備��〈該当な し〉��

新エネルギ　等��

発電設備��

〈該当な し〉��

送電設備�� 送電線路の支持物で ある��３８，　 ６５９�� １４，　 ６９８�� １，　 ２７４��

鉄塔用地など��

変電設備�� 変電所の用に供するため�� ９，　 ６４０�� ８７２��

の土地など��

配電設備�� 配電工事の事業所などの��

用に供するための土地��

７３�� ２８��

業務設備�� 事業所、 社宅 、 寮な どの��

用に供するための土地��

１，　 ２７８�� １，　 ８７８�� ２２２��

貸付設備�� 電気事業の用 に供するた�� ２４１�� １０４��

め貸付を行 っ て いる土地��

附帯事業��

固定資産��

事業の用 に供 しな〈なっ��

た土地で賃貸に よ り有効��

活用を図 っ たもの��

２９４�� ８６７��

事業外固定資産��事業の用 に供 しな 〈な っ�� １，　 ６７４�� １，　 ７９３�� ６９��

た土地��

建設仮勘定�� 発電所の建設用地など�� １６６�� ２，　 ０４４�� ９４１��

計�� ６２，　 １７５��１４５，　 ８Ｏ４�� ４，　 ６７６��

平成 １２年の電気事業法改正に よ り電力会社の兼業規制が撤廃された こ とを契機��

に、 当社は宅地建物取引免許を取得 し、 設備形成計画上支障のない範囲で、 資産効率��

の向上を視野に入れて 、 土地の有効活用を図 っ て います。��

その結果、 平成 １２年度か ら平成２２年度までに約 ３，　５ＯＯ件、 ４０ｏ万甫の土��

地を売却 して います。��

５９��

１
■��

‐

Ｊ��７��

１
■��
１
■��２��

５��１
■��７��４��

２��

１

■��
１
・��

１��８��

ｒｒ



２． 建物

当社は、 上記の とお り電気事業として必要な事業用地を保有し、 その土地に発電所

から事業所に至るまで様々な建物を建設し、 保有 しています。

所有建物のほとん どは、 以下のとお り電気事業の用 に供 しており、 帳

２． 建物

当社は、 上記の とお り電気事業として必要な事業用地を保有し、 その土地に発電所

から事業所に至るまで様々な建物を建設し、 保有 しています。

所有建物のほとん どは、 以下のとお り電気事業の用 に供 しており、 帳

２． 建物��

当社は、 上記のとお り電気事業として必要な事業用地を保有し、 その土地に発電所��

から事業所に至るまで様々な建物を建設し、 保有 しています。��

所有建物のほとん どは、 以下のとお り電気事業の用 に供 しており、 帳簿価額の総額��

は １，　６７１億円です。��

（Ｈ２３． ３末）��

ーー－�� 該当する土地�� 棟数 （棟）�� 延床面積 （千宙）�� 帳簿価額 （億円）��

水力発電設備��水力発電所建屋など�� １　２８��

汽力発電設備��火力発電所建屋など�� ５５９�� ３０８��

原子力発電設備��原子力発電所建屋など�� ３３８�� ５８４�� ２２４��

内燃力発電設備��関西国際空港エネルギー��

セ ンター建屋��

新エネルギ　等��

発電設備��

堺太陽光発電所建屋��

送電設備�� 開閉所建屋など��

変電設備�� 変電所建屋など�� ２，　 Ｏ０９�� ９３Ｏ�� ５２５��

配電設備�� 配電⊥事の事業所建屋など��

業務設備�� 事業所建屋、 社宅、 寮など�� ５７１�� ３９４��

貸付設備�� ＜該当な し＞��

附帯事業��

固定資産��

事業の用 に供 しな くな り賃��

貸によ り有効活用を図っ た��

建物��

事業外固定資産��事業の用に供 しな くな っ た��

建物��

建設仮勘定�� ＜該当な し＞��

計��

６０��

５��９��２��９��７��Ｏ��１
■��

８��１
■��５��

４��２��３��

０��Ｏ��５��

６��１
■��５��２��１

■��６��
１

■��
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・
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・
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■��

１
■��
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・
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１
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１
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・
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１
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１
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１
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１
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当社の保有株は、 別紙 ２１のとおりです。

関係会社の株式につ いては全銘柄を開示 していますが、 関係会社以外の株式に

つ いては、 電気事業法および企業内容等の開示に関する内閣府令に基づき有価証

券報告書に記載してい

当社の保有株は、 別紙 ２１のとおりです。

関係会社の株式につ いては全銘柄を開示 していますが、 関係会社以外の株式に

つ いては、 電気事業法および企業内容等の開示に関する内閣府令に基づき有価証

券報告書に記載してい

２１． 保有株の―覧表��

当社の保有株は、 別紙 ２１のとおりです。��

関係会社の株式につ いては全銘柄を開示 していますが、 関係会社以外の株式に��

ついては、 電気事業法および企業内容等の開示に関する内閣府令に基づき有価証��

券報告書に記載している銘柄を開示 しています。��

６ｌ��



貸借対照表
計上額
（百万円）

貸借対照表
計上額
（百万円）

２ｌ．保有株 ‐覧表�� ［別紙２１］��

（、ｌ｛成２３イＦ３月３ｌ‖現在）��

銘柄�� 株式数（株）��
貸借対照表��
計上額��
（百万円）��

ｌ日木原燃㈱�� ９，９８７，０４９�� ９９
．
８７０��

㈱ケイ・オプティコム�� ６６０，０００�� ５７，０５５��

㈱関電エネルギーソリューション�� ３０７
，
０００�� ３０

，
ｌ５０��

カンサイ・エレクトリック・ハ
゜

ワーオーストラリア・フ
゜

０フ
゜

ライアットリーリミテット
゛

ｌ�� ２７４
，
５００，ｌ００�� ２２，８４８��

日本原子力発電㈱�� ２
，
２２５，ｌ８８�� ２２，２５ｌ��

ＭＩＩ）都市開発㈱�� ９，５７８，５００�� ２ｌ
，
ｌ４ｌｌ��

㈱きんでん�� ８８，９０５，５７９�� ｌｌ，９５４ｌ��

カンサイ・ソウシ
゛

ツ・エンリッチメント・インヘ
゛

スティンク
�゙�

７０，２０３，２６８�� ９
，
３９６ｌ��

関電不動産㈱�� ｌ６
，
２００，０００�� ５，４９７ｌ��

ケーピック・ネザーランド�� ｌ８
，
００ｌ�� ５，ｏ９８ｌ��

㈱かんでんエンジーアリング�� ６２，８４０，３５９�� ３
，７ｌ６ｌ��

関電エネルギー開発㈱�� ３６，０００�� ｌ
．
８００ｌ��

㈱かんでんジョイライフ�� ３３，８００�� ｌ
，
６９０ｌ��

㈱ 日本ネットワークサポート�� ５６０
，
７２０�� １

，６５１ｌ��

㈱エネゲート�� ｌ３
，
８５２，０００�� ｌ，３９７ｌ��

関西電子ビ
ーム㈱�� ２７，８００�� ｌ

，３９０ｌ��

アーバンサービス㈱�� ５２，５００�� ｌ
，
ｌ３８ｌ��

和歌山共同火ノ」㈱�� ｌ，８８０，０００�� ９４０ｌ��

堺ＬＮＧ㈱�� ｌ４
，
０００�� ７００ｌ��

越前エネライン㈱�� ６
，
０６０�� ６０６ｌ��

日豪ウラン資源開発㈱�� ｌ８３，０００ｌ�� ５４３ｌ��

㈱クリアパス�� ９
，
６ｌＯｌ�� ４８０ｌ��

係��

会��
社��

関��人阪臨海熱供給㈱�� ８，０００ｌ�� ４００！��

㈱ハイドロエッジ�� ３，９００ｌ�� ３９０��

かんでんＥハウス㈱�� ６，０００ｌ�� ３００��

関電ジオレ㈱�� ５，６００ｌ�� ２８０��

大阪スクールアメーティサービス㈱�� ２
，
５００ｌ�� ２５０��

黒部峡谷鉄道㈱�� ５００，０００ｌ�� ２５０��

㈱関西メディカルネット�� ４，８００ｌ�� ２４０��

関電プラント㈱�� ６００，０００ｌ�� ２２０��

㈱原子力安全システム研究所�� ４，０００ｌ�� ２００��

ｌ㈱ケイ・キヤット�� ３２
，
２９２ｌ�� ｌ７４��

㈱ニュージェック�� ３ｌ２
，
０００ｌ�� １５６��

関電システムソリ‐
ー

ションズ㈱�� ｌ８０
，
０００！�� ｌ４３��

関西国際空港熱供給㈱�� １９，０３２�� ｌ３４��

甲賀エナジー㈱�� ２，４ｌ４�� ｌ２０��

㈱関電オフィスワーク�� ｌ
，
６ｌ０�� ｌ０４ｌ��

㈱かんでんエノレハート�� ２
，
０４０�� ｌ０２ｌ��

㈱原子力エンジーアリング�� ｌ
，
ｌｌｌ�� ８４ｌ��

関電ベンチャ
ー

マネジメント㈱�� ７，５００�� ８３��

日本インドネシア ・エノレ ・エヌ ・ジー㈱�� ｌ５０，５９２�� ７５��

大阪バイオエナジー㈱�� ２
，
５５０�� ５ｌ��

関電サービス㈱�� ｌ，００Ｏ�� ５０��

神戸熱供給㈱�� ９８０�� ４７��

㈱テルヤ�� ５２５�� ４７��

㈱環境総合テクノス�� ４０，００１�� ４５��

関西住宅品質保証マネジメント㈱�� ６７０�� ３３��

国際原子力開発㈱�� ３００�� ３０��

６２��

＝

＝��

｛

ｌ

ｌ

＝

＝��

｛

ｌ

ｌ

＝

＝��



貸借対照表
計上額
貸借対照表
計上額銘柄�� 株式数（株）��
貸借対照表��
計上額��
（百万円）��

ｌ㈱関電パワーテック�� ６０，０００�� ３０��

ｌ㈱関電Ｌ＆Ａ�� ５８，０６８�� ２４��

ｌエル・エナジ
ー㈱�� ｌ，４７０�� ２２��

ｌ関電ビルマネジメント㈱�� ２５０�� ｌ２��

ｌ関電ビジネスサポ
ー

ト㈱�� ２００�� ｌ０��

ｌ㈱かんでんジョイナス�� ２００�� １〔）��

係��
Ａ��
石��

社��

関��
ｌ㈱関電アメーックス�� ２０

，
７９８��

ｌオ
ージーかんでん共同企画㈱�� １００��

ｌ㈱かんでんエルオ
ートシステム�� ４０��

ｌ㈱エル
・スエヒロフ
ードサービス�� ４０��

ｌエルエヌジ
ー・エビス ・シッビ

’

ング ・コーポレーション�� ｌ４��

ｌ㈱関電セキュリティ・オブ ・ソサイエティ�� ５
，
６８０��

ｌ㈱かんでんＣＳフォー‐ラム�� ｌ，２ｌ０��

ｌ日本電子照射サ
ービス㈱�� ｌ，２００��

小 計�� ５５４，ｌｌ９，２２１�� ３０５，４５８��

ｌＭｉｚｕｈｏＣａｐｉｔａｌＩｎｖｅｓｔｍｅｎｔ（ＪＰＹ）５ＬＥＭｉｔｅｄ�� ｌ００�� ｌ０，０００��

ｌ㈱三井住友フイナンシヤルグノレープ�� ２，８０２，６０７�� ７，２４７��

ｌ大阪瓦斯㈱�� ｌ５，４７６，６ｌ４�� ５，１３８��

ｌコスモ石油㈱�� ｌ８，６００，０００�� ４
，
８ｌ７ｌ��

ｌ㈱三菱Ｕ珂フィナンシャル ・グループ�� ｌ２
，５ｌ４，８００�� ４

，
８０５ｌ��

ｌ㈱みずほフィナンシャルグループ�� ２７，５９３，４５０�� ３，８０７ｌ��

ｌ住友信託銀行㈱�� ７，９４ｌ，ｌ２ｌ�� ３
，
４２２ｌ��

ｌ日新電機㈱�� ４，５６５，０Ｏ０�� ３，１４５ｌ��

ｌ㈱ダイヘン�� ７，３０４，５２８�� ２
，
５４９ｌ��

ｌダイキンＴ業㈱�� ｌ，０００，０００�� ２
，
４９ｌｌ��

ｌＫＤＤＩ㈱�� ４
，４４０�� ２

，
２８６ｌ��

ｌダイビル㈱�� ２．９５３，６２８�� ２
，
ｌ２６ｌ��

ｌ㈱神戸製鋼所�� ６，９６７，０００�� ｌ
，５０４ｌ��

㈱エヌ ・ティ・テイ・ドコモ�� ｌ０，２９３�� ｌ
，
５０４ｌ��

係��
Ａ��
五��

以��

外��

関��

社��

住友不動産㈱�� ８５ｌ，０００�� ｌ，４１６ｌ��

東洋テック㈱�� ｌ
，５３５，９００�� ｌ

，
３６６ｌ��

阪急阪神ホーノレディングス㈱�� ３，４３２，０５４�� ｌ
，３ｌ７ｌ��

㈱ 日本製鋼所�� ２
，
００６，０００�� ｌ

，
３０５ｌ��

ＡＯＣホーノレディングス㈱�� ｌ，９００，０００�� ｌ，０６０ｌ��

イオン㈱�� ｌ，Ｏ００，０００�� ９６４ｌ��

㈱南都銀行�� ２
，０５２，８５５ｌ�� ８３ｌｌ��

㈱りそなホールディングス�� ２，０５７，６００ｌ�� ８ｌ４ｌ��

大崎電気⊥業㈱�� ｌ，０００，０００ｌ�� ７６３ｌ��

人和ハウス工業㈱�� ６９２，０００ｌ�� ７０７ｌ��

㈱Ｔ＆Ｄホーノレディングス�� ３ｌ２，８００ｌ�� ６４１��

㈱京都銀行�� ７５４，０００ｌ�� ５５４��

全Ｈ木空輸㈱�� ２，ｌ６５，ｌ６３ｌ�� ５３６��

岩谷産業㈱�� ｌ，７９５，０００ｌ�� ４９９��

積水ハウス㈱�� ６０９，０００ｌ�� ４７５��

日本電気硝子㈱�� ３３２，０００ｌ�� ３９１��

西 日本旅客鉄道㈱�� ｌ，２００ｌ�� ３８５��

その他ｌ７ｌ銘柄�� ２５，２４６，４３２ｌ�� １４，８４８��

小 計�� ｌ５５，４７６．５８５ｌ�� ８３，７２６��

合 ．汁�� ７０９，５９５，８０６ｌ�� ３８９
，
ｌ８５��

６８��

６��

５��

２��

２��

＝

＝��
＝
＝��

＝
＝��

＝
Ｈ��

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ�� ｌ��

２��

＝

＝��
＝
＝��

＝
＝��

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ�� ｌ��

２��

＝

＝��
＝
＝��

＝
＝��



政治家のパーティー券につ いては、 有益な情報の収集など、 事業遂行上、 有意義な

ものについて、 必要に応 じて購入 し、 出席するこ ととしています。 その購入実績につ

いては、 法令上の開示対象とされるよ うなものはなく、

政治家のパーティー券につ いては、 有益な情報の収集など、 事業遂行上、 有意義な

ものについて、 必要に応 じて購入 し、 出席するこ ととしています。 その購入実績につ

いては、 法令上の開示対象とされるよ うなものはなく、

２２． 直近 １Ｏ年間の政治家のパーテ ィー券購入実績��

政治家のパーティー券につ いては、 有益な情報の収集など、 事業遂行上、 有意義な��

ものについて、 必要に応 じて購入 し、 出席するこ ととしています。 その購入実績につ��

いては、 法令上の開示対象とされるよ うなものはなく、 開示は差 し控えさせていただ��

きます。��

なお、 購入費用 につ いては、 料金原価には含めていません。��

６４��



学者 ・ 研究者など個人に対する寄付金の支出実績はあ りません。 大学に対する寄

附講座や研究助成につ いては、 直近 １０年間で合計 ２４件、 総額で約 ２億 ９十万円

の寄付実績があ ります。 寄附講座とは大学が外部か ら寄付さ

学者 ・ 研究者など個人に対する寄付金の支出実績はあ りません。 大学に対する寄

附講座や研究助成につ いては、 直近 １０年間で合計 ２４件、 総額で約 ２億 ９十万円

の寄付実績があ ります。 寄附講座とは大学が外部か ら寄付さ

２３． 直近 １０年間の学者に対する奨学寄付金などの支援実績��

学者 ・ 研究者など個人に対する寄付金の支出実績はあ りません。 大学に対する寄��

附講座や研究助成につ いては、 直近 １０年間で合計 ２４件、 総額で約 ２億 ９十万円��

の寄付実績があ ります。 寄附講座とは大学が外部か ら寄付された資金を活用 し、��研��

究や教育を行う活動の こ とであ り、 上記金額の ９割以上を占めています。��

なお、 相手方との関係や当社の業務遂行上支障となるおそれがある こ とから、��個��

別の開示は差 し控えさせていただきます。��

６５��



広報活動費用は、 負荷平準化、 省エネルギーを促進するための費用等とともに普

及開発関係費に計上 されてお り、 普及開発関係費の直近 １０年間の支出実績は下表

の とおりです。

普及開発関係費は販売費とー般管理費に整理

広報活動費用は、 負荷平準化、 省エネルギーを促進するための費用等とともに普

及開発関係費に計上 されてお り、 普及開発関係費の直近 １０年間の支出実績は下表

の とおりです。

普及開発関係費は販売費とー般管理費に整理

２４． 直近 １Ｏ年間の広報の支出実績��

広報活動費用は、 負荷平準化、 省エネルギーを促進するための費用等とともに普��

及開発関係費に計上 されてお り、 普及開発関係費の直近 １０年間の支出実績は下表��

のとおりです。��

普及開発関係費は販売費とー般管理費に整理されています。��

販売費に整理されている費用は、 負荷平準化、 省エネルギーを促進するための費��

用です。��

また、
一般管理費に整理されて いる費用は、 主に広報活動費用で、 原子力ヘの理��

解促進や再生可能エネルギー、 安定供給、 電気の安全性などの事業理解促進に係る��

費用等です。��

（単位 百万田｝��

区分��平咸１３年度ｌ��平成１４年度��平咸１５年鹿��平虐１８年窟��平盧１７年度��宰鷹１０年度��平虞１９年度��乎咸２０年度��平成２１年度��平咸２２年度ｌ��
販売費�� ６．７２�� ８．９１５�� ８．２９０�� １０，６２２�� １２．４８６�� １８．３２２�� １４，４１８�� ｔ２．５８８�� １２．４７６！�� １１．４４４��

―般管理費��１０．２８４�� １１，１３８�� １０．２９６�� ７．６２４��１１，００８�� １０．９８３�� ８，４４１�� ７．２２７�� ７，３９４�� ７，０８２��

合計�� １７．００５�� １８．０５４ｌ�� ｔ８．５８０�� １８．２４０�� ２３．４９４��２４．８【馬��２２．８５９�� １９．８１８�� １９，８７１�� １８．５００��

６６��

ー
―��

・

●��

ｌ�� 鹿�� 窟��

！��

ｌ��

ー
―��

・

●��

ｌ�� 鹿�� 窟��

！��

ｌ��

ー
―��

・

●��



直近 １０年間の １年間にかかる検針コ ス ト （※）の推移は、 以下の とお りです。

検針 コ ス トは、 平成 １３年度の約 ７７億円か ら平成 ２２年度の約８６億円 となっ

て お り、　１０年間で約９億円増加 （増加率 ＝１２％）して い

直近 １０年間の １年間にかかる検針コ ス ト （※）の推移は、 以下の とお りです。

検針 コ ス トは、 平成 １３年度の約 ７７億円か ら平成 ２２年度の約８６億円 となっ

て お り、　１０年間で約９億円増加 （増加率 ＝１２％）して い

２５． 検針コ ス トの直近 １０年間の推移��

直近 １０年間の １年間にかかる検針コ ス ト （※）の推移は、 以下の とお りです。��

検針 コ ス トは、 平成 １３年度の約 ７７億円か ら平成 ２２年度の約８６億円 となっ��

てお り、　１０年間で約９億円増加 （増加率 ＝１２％）して います。��

―方で 、 年間延べ検針件数は、 平成 １３年度の約 １億 ４千万件か ら平成２２年度��

の約 １億 ｂ十カ件 となっ て お り、 １０年間で約 １． ４千万件増加 （増加率 ＝１０％）��

して います。��

こ の こ とか ら検針コ ス トの増加は、 検針件数にほぼ比例 して いると考えて います。��

〇１年間にかかる検針コ ス ト�� （単位 ：百 万 円）��

Ｈ１３年度��Ｈ１４�� Ｈ１５�� Ｈ１６�� Ｈ１７�� Ｈ１８�� Ｈ１９�� Ｈ２０�� Ｈ２１�� Ｈ２２��

コスト�� ７β９２�� ７．７２９�� ７，６７２�� ７．６０８�� ７Ｊ３４�� ７β９６�� ８，３８０�� ８，４１２�� ８，５４０�� 亀６４１��

増加率 ｌ��ｌ　　－　　ｌ�� １００％��ｌ　 １００％　 ｌ�� ９９％�� １０１％�� １０４％　 ｌ�� １０９％��ｌ　 １ｏ９％�� １１１％�� １１２鷺��

＊対 Ｈｌ３年度比��

（百万円）　　　　　検針コスト（平成 １３年度～平成 ２２年度）��
１０
，
０００��

８
，
０００�� Ｅ　 ５　 ＝　 ｓ　 ＝ー轟．＿－

３　 ３　 ３　‾５��

６
，
０００��

４
，
０００��

２β００��

【毒蘆��

Ｈ１３　　Ｈ１４　　Ｈ１５　　Ｈ１６　　Ｈ１７　　Ｈ１８　　Ｈ１９　　Ｈ２０　　Ｈ２１　　 Ｈ２２��

〇年間延べ検針件数�� （単位 ：千件）��

Ｈ１３年度 ｌ�� Ｈ１４�� Ｈ１５�� Ｈ１６�� Ｈ１７�� Ｈ１８�� Ｈ１９�� Ｈ２０�� Ｈ２１�� Ｈ２２��

ｌ件 数��１３８．０９５ｌ�� １４０．４９４��ｌ１４３．ｏ８２ｌ�� １４４．７９０�� １４６２４５ｌ�� １４７，６９１�� ｌ１４９．１４７ｌ�� １５０β１０��１５１，３７９�� １５２，３３２��

ｌ増加率��
－　　ｌ�� １０２％��ｌ　 １０４％　 ｌ�� １０５％�� １ｏ６％　 ｌ�� １０７％��ｌ　 １０８％　 ｌ�� １０９％�� １１０％�� １１０％’��

＊対 Ｈｌ３年度比��

（千件）　　　　 検針件数（平成 １３年度～平成 ２２年度）��
１６０

，
０００��

１４０β００��

１２０βＯ０��

１００ｐＯ０��

８０β００��

６０β００��

４０β００��

２０
．
０００��

０��

５　　　＝　　　＝　　　
＝　　　５　　　＝　　　＝　　　＝　　　

＝　　　＝��

Ｈ１３　 Ｈ１４　 Ｈ１５　 Ｈ１６　 Ｈ１７　 Ｈ１８　 Ｈ１ｇ　 Ｈ２ｏ　Ｈ２１　 Ｈｚ乏年度）��

（※）検針コ ス トとは、 以下の検針業務にかかる委託費用の合計額です。��
・ 有価証券報告書にて公表 して いる委託検針費��
・ 有価証券報告書にて公表 して いる委託費に含まれる検針にかかる費用��

６７��

０��

ｌ��ｌ　　 ｌ�� ｌ　 ｌ　

ｌ��

ｌ ｌ ｌ ｌ��

ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ　

ｌ��ｌ　　 ｌ�� ｌ　 ｌ　

ｌ��

ｌ ｌ ｌ ｌ��

ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ　



スマートメーターの設置実績は、 以下のとお りです。

低圧部門と高圧部門を合計 した総需要に対 しては、 これまでに約 ６割のスマ－

メーター化が完了 しています。

スマートメーターの設置実績は、 以下のとお りです。

低圧部門と高圧部門を合計 した総需要に対 しては、 これまでに約 ６割のスマ－

メーター化が完了 しています。

２６． スマートメーターの設置の実績��

スマートメーターの設置実績は、 以下のとお りです。��

低圧部門と高圧部門を合計 した総需要に対 しては、 これまでに約 ６割のスマ－��

メーター化が完了 しています。��

（１）低圧部門 《総需要の約 ４０％》��

全メーター、 約 １， ３００万台の うち、 新計量システム用の新型メーターの設��

置実績は、 平成 ２４年 １月末時点で約 １１４万台 （１割弱）です。��

高圧部門��

契約電力が概ね ５Ｏ０ｋＷ未満のお客さま 《総需要の約 ２Ｏ％》��

全メーター、 約 １１万台の うち、 すでにすべてのメーターが、 電気の使用状況��

を リアルタイムでお客さまに提供可能なメーターにな っ ています。 こ の うち、 約��

９万台 （約８割）につ いては、　３Ｏ分間隔の使用電力量を記録できるメーターを��

設置しています。��

ａ．��

ｂ． 契約電力が概ね ５Ｏ０ｋＷ以上のお客さま 《総需要の約 ４０％》��

全メーター、 約 １． ３万台の うち、 すでにすべてのメーターが、 電気の使用状��

況を リアルタイムでお客さまに提供可能なメーターになっ ています。 この うち��

約 １． ２万台 （９割超）につ いては、　３Ｏ分間隔の使用電力量を記録できるメー��

ターを設置 しています。��
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（１）火力発電所

火力発電所の平成 １３年度か ら平成 ２３年度 １月末までの設備利用率 （年度

別、 月別）は、 別紙 ２７－１、 別紙 ２７
－２のとおりです。 また 、 平成 ２３年

度の設備利用率 （月別）は別紙 ２７
－３のとお りで

（１）火力発電所

火力発電所の平成 １３年度か ら平成 ２３年度 １月末までの設備利用率 （年度

別、 月別）は、 別紙 ２７－１、 別紙 ２７
－２のとおりです。 また 、 平成 ２３年

度の設備利用率 （月別）は別紙 ２７
－３のとお りで

２７． 全発電所の直近 １Ｏ年間の設備利用率��

（１）火力発電所��

火力発電所の平成 １３年度か ら平成 ２３年度 １月末までの設備利用率 （年度��

別、 月別）は、 別紙 ２７－１、 別紙 ２７
－２のとおりです。 また 、 平成 ２３年��

度の設備利用率 （月別）は別紙 ２７
－３のとお りです。��

平成 ２３年 １２月、 平成 ２４年 １月、 ２月の稼動実績 （日別）は、 別紙 ２７��

ー４、 別紙 ２７ー５、 別紙 ２７ー６のとお りです。 こ の期間の うち、 特に火力��

発電所が高稼動であっ た 、 平成 ２４年 １月 ３０日から２月 １２日の稼動実績お��

よび設備利用率 （日別）は、 別紙 ２７
－７、 別紙 ２７－８のとお りです。��

なお、 火力発電所は電力需要の変動に応 じた調整力の役 目を担っ てお り、��

ピーク時間帯は高出力で運転 しているものの 、 夜間等の軽負荷時間帯は電力需��

要に応 じて中間出力帯での運転や停止させているプラン トがあるため、 全台稼��

動であっ ても設備利用率は １ＯＯ％にはな りません。��

（２）原子力発電所��

原子力発電所の平成 １３年度から平成 ２３年度 １月末までの設備利用率 （年度��

別）は、 別紙 ２７－９のとお りです。 また 、 平成 ２３年度の設備利用率 （月別）��

は別紙 ２７－１０のとお りです。��

（３）水力発電所、 太陽光発電所��

―般水力発電所、 揚水発電所、 太陽光発電所の平成 １３年度から平成 ２３年度��

１月末までの設備利用率 （年度別）は、 別紙 ２７
－１１、 別紙 ２７－１２、 別紙��

２７－１３のとお りです。��

６９��
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ー般電気事業者か らの融通電力量について は、 中 ・ 長期的な契約の満了や契約最大

電力の縮小に伴い減少傾向にあります。 平成 ２３年度において は、 原子力発電所の停

止の影響に よ り、 電力会社間の中 ・ 長期的な融通契約も

ー般電気事業者か らの融通電力量について は、 中 ・ 長期的な契約の満了や契約最大

電力の縮小に伴い減少傾向にあります。 平成 ２３年度において は、 原子力発電所の停

止の影響に よ り、 電力会社間の中 ・ 長期的な融通契約も

２８．　 ｌＰＰ、 自家発電等か らの調達実績��

至近５カ年における ｌＰＰ、 自家発等か らの調達実績は下表の とお りです。��

ー般電気事業者か らの融通電力量について は、 中 ・ 長期的な契約の満了や契約最大��

電力の縮小に伴い減少傾向にあります。 平成 ２３年度において は、 原子力発電所の停��

止の影響に よ り、 電力会社間の中 ・ 長期的な融通契約も停止 して いる
―方で、 短期的��

な応援融通を受電 して いる こ とか ら、 前年度並みの実績となるもの と思われます。��

―般電気事業者以外 （ｌＰＰ、 自家発等）か らの購入電力量につ いて は、 当社需給��

状況に応 じた運用差はあるものの、 至近年度においては、 概ね同水準にて推移 して い��

ます。 平成 ２３年度においては、 各事業者との協議に基づき最大限受電するこ とと し��

てお り、 例年並みの実績となるもの と思われます。��

【―般電気事業者か らの融通電力量 ・ 料金実績の推移 （平成 １８～平成 ２３年度）】��

購入電力量�� 料　金��

（百万 ｋＷｈ）�� （自力 円）��

単　価��

（円／ｋＷｈ）��

平成 １８年度計�� １３，　 ３６７�� １　１２，　 ２９３�� ８．　 ４０��

平成 １９年度計�� １０，　 １２５�� ７８，　 ６６１�� ７．　 ７７��

平成２０年度計�� １０，　 ６５８�� １　１６，　 ９７２�� １０．　 ９８��

平成２１年度計�� ６，　 ０９４�� ５３，　 ６９８�� ■��

平成 ２２年度計�� ６，　 ７２２�� ５５，　 ３５９�� ８．　 ２４��

平成２３年度計�� ４，　 ９８９�� ８８，　 ８９０�� １７．　 ８２��

（※）平成２３年度は １２月までの実績��

【―般電気事業者以外か らの購入電力量 ・ 料金実績の推移 （平成 １８～平成 ２３年度）】��

購入電力量��

（百万 ｋＷｈ）��

料　 金��

（日カ 円）��

単　価��

（円／ｋＷｈ）��

平成 １８年度計��３３，　 １１９�� ３０３，　 ５３８�� ■��

平成 １９年度計��３１，　 ５２９�� ３０Ｏ，　 ６５１�� ９．　 ５４��

平成２０年度計��２９，　 ７３４�� ３５４，　 ３３９�� １　１．　 ９２��

平成２１年度計��２９，　 ６０６�� ２９９，　 ２３６�� １０．　 １　１��

平成２２年度計��３１，　 ５３８�� ３２２，　 ８６Ｏ�� １０．　 ２４��

平成２３年度計��２３，　 ９１２�� ２８８，　 ９７３�� １２．　 ０８��

（※）平成２３年度は １２月までの実績��

８８��

１
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取締役会議事録には、 経営全般に関する機密情報や、 契約相手方との守秘義務の

ある情報など、 機密性の高い情報が含まれているこ とから、 開示は差 し控えさせて

いただきます。

なお、 株主の取締役会議事録の閲覧請求には

取締役会議事録には、 経営全般に関する機密情報や、 契約相手方との守秘義務の

ある情報など、 機密性の高い情報が含まれているこ とから、 開示は差 し控えさせて

いただきます。

なお、 株主の取締役会議事録の閲覧請求には

２９． 直近 ５年間の取締役会の議事録��

取締役会議事録には、 経営全般に関する機密情報や、 契約相手方との守秘義務の��

ある情報など、 機密性の高い情報が含まれているこ とから、 開示は差 し控えさせて��

いただきます。��

なお、 株主の取締役会議事録の閲覧請求には、 会社法に定めるとお り、 裁判所の��

許可が必要とな ります。��

８４��



３０． 現時点での株主の一覧表３０． 現時点での株主の一覧表３０． 現時点での株主の一覧表��

株主名簿の閲覧謄写については、 会社法等に手続きが定め られていますので、 そ��

れによりご請求ください。��

８５��



０す０す

３１． 当社の電気料金の算定根拠��

当社の電気料金は、 経済産業省令 （一般電気事業供給約款料金算定規則）に基づき��

算定 し、 別紙 ３１―１の とお り、 平成２０年 ７月２８日に経済産業省に届 け出て いま��

０��す��

また、 電気料金の算定プ口 セス と届 出書の関係については、 別紙３１―２の とお り��

です。��

なお、 当社の ＨＰにおいて も、 届出内容の概要について以下の とお り公表 して いま��

す��０��

電気料金の見直しの概要��

本日、 当社が経済産業大臣に届出いたしました電気料金の見直しの概要は以下のとおりです。��

総原価��

（偲円）��

人　　　 件　　　　費�� ２，３７３��

燃　　　 料　　　 矗�� ５，Ｉ４８��

修　　　 繕　　　　費�� ２，０３９��

誠　 価　 償　 却　 費��
當 蓁 費��

３，ｌ鴫��

公　　 龝　　公　　 臻�� ｌ，７８５��

購　 入　 電　 力　 科�� ４．３０３��

そ　 の　 他　 経　 費�� ４，０２６��

計�� ２３，３８２��

事　　　藁　　　報　　 酬�� ｌ，３３８��

控　　 餘　　 取　　 益�� ▲Ｂ餌��

會�� ２４，Ｉｌｌ��

（淺〉原噴聾窟聾闊にりいては、 電力需要動向な８ぴに竈嘗効事侘０盧罍籌について 罍通しの��
立り、 乎成 鵠 年 ４月から乎成 ２ｔ年 ８月罍での １年翻として聾定しましたｎ��

［参考］　 総原価算定の前提諸元��

為替レート��
（平成２０年１月から３月までの平均値）��

１０７円／ドル��

原油価格（全日本ＣＩＦ価格）��
（平成２０年１月から３月までの平均値）��

９３．０ドル／バーレル��

事業報酬率��
（
―般電気事業供給約款料金算定規則にもとづき算定）��

３，０％��

電気料金の見直 しにつ いて （平成２０年 ７月 ２８日）��

ｈｔｔｏ＝／／ｗｗ１． ｋｅｐｏｏ． ｃｏ． ｊｐ／ｐｒｅｓｓｒｅ／２００８／０７２８－１ｊ． ｈｔｍｌ��

８６��

１
■��

小��

計��



（様式第１）

第 １表

（様式第１）

第 １表

［別紙３１―１��

（様式第１）��

第 １表��
営業費総括表�� （単位；千円��

項�� 金�� 備��

役員給与��
●ｒ��

ｌ，００亀、５８５��
給料手当�� ｌ７７，２３２．５９≦｝��平均経費人員��２Ｌ７３７（人）��
給料手当振替額 （貸方）��

―

２，９５８．５６８�� 平均基準賃金��４３０．３６４（ｌＩＪ／月）��

退職給与金�� ２２
，７４８．７７５��

厚生 費�� ３０，６５８．７９３��

委託検針費��

委託集金費��

４，９２９．０８７��

ｌ，９３ｌ．７８５��

雑給��

燃料費��

使用済燃料再処理等発電費��

ｌ，７３０．ｌ５９��

∫５ｌ４，８０４，§８９��
２７．５ｌ４．２２５��

使用済燃料再処理等既発電 費��

廃棄物処理 費��

特定放射性廃棄物処分費��

２旦７亀旦，２７３��
８．４６５，４ｌ９��

‖��

ｌ６．９５７．２９５��

消耗品費��

修繕費��

水利使用料��

ｌ０．７ｌ０，３５３��

２６３．９０６，９８５��

４．３９６，０５７��

補償費��

賃借羽��

５
．
０２９

，
３０ｌ��

７ｌ，７７２．７３６��

託送料��

事業者 問精算費��

委託費��

ｌ６．２２５，２７８��

６８５．２４０��

ｌ０ｌ．７７＆β３７��
ｌ．７ｌ５，６２３��

想定振替電力量　２．ｌ８５（ｌ０
゜
ｋＷｈ）��

損害保険料��

普及開発関係 費��

養成費��

２２
．５５５．３２４��

２．０４６，５３９��

研究費��

諸費��

ｌ５．ｌ８ｌ，９３５��
４ｌ．４５３．７８８��

電気料貸倒損�� ｌ
，３７９，６５８��

固定資産税�� ５３．８０４，７６３��

雑税��

減価償却 費��

８，５ｌ５，２４２��

３ｌ０，８２２，７４５��

固定資産 除却費�� ２２，８８７，３０３��

原 子力発電施設解体費��

共有設備 費等分担額��

ｌＥ，２５Ｑ，４７§��Ｊ��
８３ｌ，７４３��

共有設備費等分担額 （貸方）��
―

３０７
，
７ｌ３��

地帯 間購 人電源 費�� ９７
，
６３７

，
７４３��

＜７８．０６７＞��

２
．５２４，０００��

地帯間購入電力量 ｌ０．９ｌ５（ｌ０
゜
ｋＷｈ）��

地帯 問購 入送電 費��

他社購入電源費�� ３３０
．
０２３，ｌ９ｌ��

＜９９８
，
６２９＞��

ｌ４０．ｌ７６��

他社 購 入 電 力量 ３２，８９１（ｌＯ
゜
ｋＷｈ）��

他社購入送電費��

建設分担 関連費振替額 （貸方）��

附骨事業営業費用分担関連費振替額（貸方）��

－

３６２．３ｌ６��
－

４８２，９３ｌ��

電源 開発促進税��

事業税��

開発費��

開発費償却��

５８．ｌ６８．ｌ２５��
２７

，
８３ｌ．３４８��

ｌ電力費振替勘定 （貸方）��
―

ｌ５ｌ．４ｌ０��
●－ ―��

株式交付費��

株式交付 費償却��

社債発行費��

社債発行費償却��

法人税等��

７７ろ８廸��

０��

――ー――Ｊ��

２５．７５５，２２９��

合　 計�� ２，３３８．２６５，８０４��

〈　＞欄には過去の使用済燃料に係る費用を再掲。��

原価算定期間を， 平成２０年４月か ら平成２ｌ年 ３月までの １年間として算定した。��

８７��
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「主な項目の内訳］

（ｌ）燃料費

「主な項目の内訳］

（ｌ）燃料費

「主な項目の内訳］��

（ｌ）燃料費�� （単位 ；千円）��

項�� 金�� 額�� 備��

石��

燃��

炭��

料��

２９，４５３，２２６��

ｌ５８，２５９，２６０��
－１��

火力燃料費�� ガ�� ス�� ２８０，７５８，６０９��

そ�� の��

小　　　　　計��

２．７２０��

４６８，４７３，８ｌ５��

核燃料減損額及び核燃料減損修正損��

（又は核燃料減損修正益 （貸方））��
４４
，８０３，０ｌ０��

核燃料費��
濃　　 縮�� 連��費�� ｌ

，５２８，０６４��

小�� 計��

合�� 計��

重 油 換 算 消 費 量　 （ｌ０
゛

ｋｌ）��

４６
，３３ｌ，０７４��

５ｌ４，８０４，８８９��

火 力 燃 料��

火 力 燃 料 重 油 換 算 単 価　 （円 ／ｋｌ）��

火 力　発 電 電　力　量　 （発 電 端 ｌ０
゜

ｋＷｈ）��

火力燃料 ｋＷｈ当たり単価　（発電端円／ｋＷｈ）��

原 子 力 発 電 電 力 量　 （発 電 端 １０
“

ｋＷｈ）��

９，６７０��

４８，４４６��

４４
，０ｌ７��

ｌ０．６４��
ー１��

６６，２６０��

核燃 料 ｋＷｈ当た り単価　（発電端円／ｋＷｈ）�� ０．７０��

〈参考〉主要燃料消費数量， 消費価格��

項�� 数　 量 ・ 価　 格�� 備��

石��

重��

原��

炭　 （ｌ０
“

Ｌ）�� ２
，
２７４��

消 費 数 量��
油　 （ｌ０

３

ｋｌ）�� ３ｌ３��

油　 （ｌ０
´

ｋｌ）�� ｌ，９４５��

石　　　　　　　　　炭　（円 ／Ｌ）��

平均消費価格��
重　　　　　　　　　油　（円 ／ｋｌ）��

４
，
４５４��

ｌ２
，
４７６��

６６．３４３��

原　　　　　　　　　 油　（円 ／ｋｌ）��

Ｌ　　　　 Ｎ　　　　 Ｇ　（円 ／ｔ）��

７０，６９ｌ��

６３，０３５��

（２）修繕費�� （単位 ；千円）��

金�� 額�� 備��

取��

普�� 通��

替��

修�� 繕�� ２ｌ０．０５９，７００��

修�� 繕��

合��

５３
，
８４７，２８５��

２６３，９０６，９８５��

（３）減価償却費�� （単位 ；千円）��

項�� 金　　　　　　額�� 備��

水　　　 力　　　 発　　　 電　　　 設　　　 備�� ２３，ｌ２５，２３５��

火　　　 力　　　 発　　　 電�� 設　　　 備�� ５４，８３７，ｌ３９��

原�� 子��

電��

力�� 発��電��設　　　備�� ４９，４ｌ７，７２ｌ��

送��

変��

設　　　　　　　備�� ８５，４３９，５４３��

電�� 設�� 備��

配　　　　　　　電�� 備��

業　　　　　　　務　　　　　　　設　　　　　　　備��

合��

３７��

４２��

ｌ８��

３ｌ０��

００４
，
９ｌ３��

ｌ４５，７６７��

８５２，４２７��

８２２，７４５��

８８��

考��日��

費��

費��油��

費��

他��

関��

考��目��

）��Ｌ��０��ｌ��Ｇ��Ｎ��Ｌ��

考��項��

費��

費��

計��

考��

設��

計��

２��

－１��

ー１��

－１��

ー１��



営

小

貯

営

小

貯

第 ２表��

事業報酬総括表�� （単位 ；千 円）��

項�� 金　　　　　　額�� 備��
ｌ－��

特　　 定�� 産�� ３
，
８９６

，
２３７

，
７３４��

建�� の��資　　 産��
●��

燃�� 料　　　 資　　　 産��

ｌ気�� 定　　　　　投　　　　　資��

事��
営��

小��

貯��

本��

ｌ９９，ｌ５８，７８５��

４８２，７５９，５７６��

３０，０６８，８８４��

２ｌｌ
，
ｌ７９，０４４��

運 転 資 本��
業��

６５
，
４７０

，
０ｌ０��

計�� ２７６，６４９，０５４��

報��繰��

合��

延��償��却��

酬��

報�� 酬　　　　　 率　　 （％）��

電　　気　 事　　業　　報　 酬　　額��

４
，８８４，８７４，０３３��

３．０��

ｌ３９，５８６，２２ｌ��

電気事業報酬は，左記合計��

額から原価変動調整積立金��

及び別途積立金２３２．０００百��

万円を控除した額に報酬率��

３０％を乗じて算定。��

原価算定期間を， 平成２０年 ４月か ら平成２１年３月までの ｌ年間として算定 した。��

第３表��
控除収益総括表�� （単位 ；千円��

金�� 額�� 備�� 考��
ト��

遅��収�� 算��

地　 帯　　間　 販　 売��

加�� 料��金��

電　 源　 料��

３
，
２ｌ８

，
８９５��

ｌ４
，
６８９，５６０��

＜０＞��

地帯問販売電力量ｌ４３６！ｌ０
゜
ｋＷｈ）��

地　 帯　 問　 販　 売　 送　 電　 料�� ｌ８
，
４７０��

（０）��
他　　 社　　 販　　 売　　 電　　 源　　 料�� ｌ８

，
３０６

，
７５５�� 他社販売電力量１９４５（１０

゜
ｋＷｈ）��

＜０＞��

他　　社　　 販��売　　 送　　 電　　 料�� ２８９．３ｌ０��

（０）��
託�� 収�� 益��

事　 業　 者　 問　 精　 算　 収　 益��

電　　気　　事　　業　　 雑　　収　　益��

頂　　　　　 金　　　　　 利　　　　　 息��

ｌ
，０４４，８８５��

（ｌ７８，８ｌ３）��
ｌ
，
６５６

，
２９０�� 想定振替電力量０５６３（１０

゜
ｋＷｈ）��

２７，０ｌ７，８５ｌ��

４８４，９３８��

合�� ６６，７２６，９５４��

＜　＞欄には過去の使用済燃料に係る収益を再掲。��

（　）欄には電源線に係る収益を再掲。��

原価算定期間を， 平成２０年 ４月か ら平成２１年 ３月までの Ｉ年間として算定 した。��

８９��

考��口��

資��定��固��

中��設��

核��

特��

電��

資��業��
口

叫��蔵��

０��産��資��

計��

）��

日��項��

送��

計��

３��

ｌ

●��

ｌ

ト��

ｌ

●��

ｌ

ト��



給和丁当

給料 ｒ
｀ｌ
１振替額 （貸方ｌ

給和丁当

給料 ｒ
｀ｌ
１振替額 （貸方ｌ

（様式第 ３）��

７部 門整理表　そ の ｌ�� （単位 ；Ｔ
‐

円��
ｌヽ、��
｀
�ヽ�
�ヽ� 水　 力　 発　 電　 費�� 火�� 発　電��費�� 原 子 力 発 電 費��
｀`
、
‐��

｀

、、�� 計�� 計��
｀
、

�ヽ�
｀

ヽヽ��

�ヽ�
、ヽ��
｀

、ヽ、１１�� 般�� 般��

役⊥ｌ給
´
Ｊ�� ５８６８６ｌ�� ５８６８６�� ｌ【｝３９５４�� １【】３β５４�� １１４８【馬�� ｌ１４β０５��

Ｅ
―――��

給和丁当��

給料 ｒ
｀ｌ
１振替額 （貸方ｌ��

１０５４９４３６�� ＆０３Ｌ４６２�� ２５ユ７９９４�� ｌ＆６４Ｌ７６４�� ｌ４７ｌみ５４２�� ３９２９２２２�� ２Ｌ３４４０１１�� ｌ６６７００２７�� ４６８４９８４��

―

４７８β７７��
－４５０７６３��

―２８ｌｌ４��
－

ｌ６２β４４��
－

１１３β４５��
－

４９７９９��
－

１５３４２４ｌ��
－

９＆４２７��
－

翻９９７��
●‐��

退職給り金�� １β３０８ｌ６ｌ�� ０�� ｌ３５０８ｌ６�� ２３８３Ｊ５３�� ２３８３Ｊ５３�� Ｚ７ｌ９３４５�� ２７ｌ９β４５��

ｌ号斗費��

委託検釧費��

Ｌ８２５７８０�� Ｌ３７７３４４�� ４４８４３６�� ３Ｊ２５β０２ｌ�� ２３３Ｌ４６３�� ７９４３３９�� ３β７２２ｌ４�� ２９９４９６５�� ８７７２４９��
ｒ

　��

０�� ０ｌ�� ０��
Ｌ．ー‐��

委託集金費�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０��

締給��

燃料費��

使用済燃料再処理等発電費��

ｌ２０７９７ｌ�� ５６７４ｌ�� ６４０５６�� ｌ１２β９２�� ２み６２６�� ｌ１３Ｊ６６�� 窈５Ｊ６２ｌ�� １１９β５３�� １２５３０９��
←��

０�� ０��４６み４７３βｌ５��４６８４７３βｌ５�� ４６３３Ｌ０７４�� ４｛ｉ３３１｛｝７４��

０�� ２７５１４２２５�� ２７５ｌ４２２５�� ０��

廃棄物処理費�� ０�� ３５８８β９５�� ５５８８８９５�� ０�� ４β７０５２４�� ４呂７０５２４��
卜・�� ●��

特定放射性廃棄物処分費�� ０ｌ�� 【｝�� ０�� １０９５７β９Ｊ�� ｌα９５７２９Ｊ��
ｒ・―ー―��

消耗 品費��

修繕費��

３８ｌ９９（｝�� ２３５２８８�� 】４６７（】２�� ２３０６β９８ｌ�� み０４６β３６�� ２５９β６２�� ２７２０９３４�� ２４３９β４９�� ２８０９８５��
■―――��

Ｉ２β５２０２２�� ｌｌβ１０２２９�� ２３５７９３�� ３９Ｊ１８５９０�� ３９Ｊ５１Ｊ５０�� ２６４Ｊ４０�� ９０６【）９β８４�� ９００８６β８６�� ５２２９９８��
１��卜��

水利使用料�� ４３９００５７�� ４β９６β５７�� ０�� 【｝��

補償費�� ６７８２５４ｌ�� ６７５０９３�� ３Ｊ６ｌ�� ８２９β０９�� ８２５Ｊ４５�� ３β６４�� ２Ｊ５４�� ２ｌ４４�� ｌ０��
ｔ－－―　　

－－��

ｌ賃借料�� ２２９７９８２ｌ�� ９６Ｌ７２２�� ｌ３３０２６０�� ２４８Ｌ７１８�� ６４２２７４�� ｌβ３０４４４�� ３８９７９ｌ５ｌ�� ２４３８｛】４９�� Ｌｄ３９β６６��
１��

託送料�� ９２２８５�� ９２β８５��

（９２２８５）�� （９２２８５）�� （｛｝）�� （０｝�� 【０）�� 【０）�� （０｝�� （０）�� ｆ０｝��

事榮者問粘算費��

委‖七費��

０ｌ�� ｛ｌ�� ０��
←��

６７６００７７ｌ�� ０１７８Ｉ｝８０�� ５８Ｌ９９７�� ｌ０７８３７３０�� ｌＪβ６Ｊ６６５�� ９ｌ８０６５�� ２２７０３４４４�� ２ｌ４４３５４８�� Ｌ２５９８９６��

損害保険料�� １７３８８ｌ�� １７ｌ５３�� ２３５�� ユ８７ユ１０�� ｌ８１５８４�� ２５２６�� ｌ５００００８�� １４７９７５８�� ２０２５０��

普及開発関係費�� １２９９４５ｌ�� １２９９４５�� ３９亀３６８�� ３９８β６８�� ２９８９３７２ｌ�� ０�� ２９８９３７２��

養成費�� ６５５５８ｌ�� ６５５５８�� ｌ４８β３９�� ｌ４８β３９�� ８４７７１９�� ８４７７１９��

●��

研究費�� ６１００７６ｌ�� ６１９０７６�� ３Ｊ５ｌ２３８�� ３Ｊ５Ｌ２３８�� ７４２４５４３�� ７４２４５４３��

諸費�� ｌ３８７９ｌ５ｌ�� ４１０２８４�� ９７７６３！�� １５１５Ｌ５６７�� Ｌ０６６５９４�� １４｛】８４９７３�� ３４【】Ｌ２３４�� Ｌ４８８７５３�� Ｌ９ｌ２４８ｌ��
●・��

電気料貸倒損�� ０ｌ�� ０�� ０��

ｌｌ定資血税�� ５５５７７５０ｌ�� ５５０９２７４�� ４８４７６�� ７【｝８７ｔ｝２【｝�� ７β３２γｌ６�� ５１３【｝４�� ５β９２β２０�� ５７８５０９８�� ｌ０７５２２��

雑税��

減価償却費��

４７２８７�� ４２９９７�� ４２９０�� ３５６β７７�� ３２４３２ｌ�� ３２β５【】�� ００４７３ｌ９ｌ�� ５Ｊ９８７２９�� ３４８５９０��
●�� －１��

２５７２４２Ｉｌ�� ２５
，
３４６０５３�� ３７８Ｊ５８�� ５７β８Ｌｌ１７�� ５０７９７β９２�� ４８３４２５�� ５Ｌ２４８２９３�� ３０４【】９５２３�� ８３＆７６８��

（２２２０８１８）�� （２２２０８〕８）�� （０）�� （ｌ９６０５５３）�� （Ｌ９６Ｑ５５３ｌ�� ｌ０）�� （９９Ｌ８０４）�� ｌ９９１８０４）�� ｒ０）��

固定資産除却費��

原了力発電施設解体費��

ｌ２８３２４２�� ｌｌ９７５６９�� ８５６７３�� ｌ７１０４１０�� Ｌ６１９４３７�� ９５９７３�� ３３ｌｌ【）８【｝�� ３Ｊ２Ｌ｛】Ｍ�� ｌ駅ｌｌ】２６��

０�� ０�� ｌ５２５０４７６�� ｌ５２５０４７６��

共有設備費等分担額�� ７６８β７ｌ�� ７６８β７１�� ３ｌ９４８�� ３１９４８�� ０�� ０��
■��

」Ｅイｆ設伯費笘分ｆｌｌ額 （貸方）��

建設分担関連費振替額 （貸方！��

―

２３４７８��
－

２３４７８�� ０��
－ｌ９７６９��

―ｌ９，７６９�� ０��

－

３６ｊ１６ｌ�� ０��
－３６Ｊｌ６��

―

４Ｌ７２２��
－４Ｌ７２２��

－

３２２４７��
－

３２２４７��
；ー――��

■５∴！２ｌ；Ｘｆ８！：ｒ！ｔｉｔ０３５８！３５�� －２０５９４��
－‐２０５９４��

―ｌ６９４０３��
－

ｌ５５０２��
―

ｌ：】３β０１��
－

８７Ｊ８８��
－８７５８８��

●‐��

β０発費�� ０�� ０ｌ�� ０��
・―��

開発費償却��

株式交付費��

０ｌ��

０ｌ�� ０�� ０��
●��

株式交付費償却��

社債発行費��

０ｌ�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０��

鳴��７５４８７�� ０�� ７５４８７ｌ�� ８７ｌ８３�� ８７ｌ８３ｌ�� ６８Ｊ９３��

社債発行費償却�� ０�� ０ｌ�� ０��
■��

法人税等��

電気事業報酬��

１Ｊ８６０５５ｌ�� ｌＪ８０９５５�� ８β７０３３３�� ０�� ８８７０３３３ｌ�� ５０４８β５７�� ５０４８２５７ｌ��
ー―――ー　‖●��

ｌ２５７４３Ｉ３�� １２５７４３１３�� １６Ｊ２６００９�� １６ｌ２００【｝９�� ２７７６５７｛）２�� ２７７６５７０２��

（９２７５Ｉ０）�� （０）�� （９２７５１５）�� （８７０１４９ｌ�� 【〔】！�� （８７６ｌ４９）�� （５４３９７９！�� 〔０ｌ�� （５４３９７９！��
－●��

合　Ｈ１�� ８９丑９Ｊ３５ｌ�� ６６β３８２６ｌ��ｌ　 ２２８ｌα８７４ｌ�� ６６８４７７７【ｌ１�� ６ｌ４５７＆【】８７�� ５３β９９βｌ４ｌ�� ３８０４４２５４３�� ３２０８２４５０５�� ５９６ｌ８β３８ｌ��

（　）欄に は電源線に係る費用 を再掲。��

９０��

ヽ
ノ��

力��

計��

固��同��
ｒ��

固��

般��有��有��有��

０��０��０��

０��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��

０��０��０��

０��０��０��０��０��

０��０��０��

Ｕ��０��０��０��

０��０��０��０��０��

０��＝��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��

０��０��０��

０��０��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��

０��０��０��

０��０��０��

０��０��

０��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��

０��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��

０��０��０��

４��

ｌ

�ヽ�

｀

ｌ��
Ｅ
―――��

ｌ��
●‐��

ｌ��

ｌ��
ｒ

　��

ｌ��
Ｌ．ー‐��

ｌ��

ｌ�� ｌ��
←��

卜・�� ●��

ｌ��
ｒ・―ー―��

ｌ��
■―――��

１��卜��

ｌ��
ｔ－－―　　

－－��

ｌ ｌ�� ３ ｌ��
１��

ｌ��
←��

ｌ��

ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��
●��

ｌ��

ｌ��
●・��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
●�� －１��

■��

ｌ��
；ー――��

■
●‐��

β ｌ��
・―��

ｌ��

ｌ��
●��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��
■��

ｌ�� ｌ��
ー―――ー　‖●��

－●��

ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ��

ヽ
ノ��

ｒ��

ｌ

�ヽ�

｀

ｌ��
Ｅ
―――��

ｌ��
●‐��

ｌ��

ｌ��
ｒ

　��

ｌ��
Ｌ．ー‐��

ｌ��

ｌ�� ｌ��
←��

卜・�� ●��

ｌ��
ｒ・―ー―��

ｌ��
■―――��

１��卜��

ｌ��
ｔ－－―　　

－－��

ｌ ｌ�� ３ ｌ��
１��

ｌ��
←��

ｌ��

ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��
●��

ｌ��

ｌ��
●・��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
●�� －１��

■��

ｌ��
；ー――��

■
●‐��

β ｌ��
・―��

ｌ��

ｌ��
●��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��
■��

ｌ�� ｌ��
ー―――ー　‖●��

－●��

ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ��

ヽ
ノ��

ｒ��



厚生費

委託検針費

厚生費

委託検針費

（様式第３）��

７部 門整理表　そ の ２�� （単位 ；千円）��

ｉヽ＼��
＼��

送�� 電�� 電�� 電��
●―――��

�ヽ�

ヽヽ�� 計�� 計��
�ヽ�

ヽヽ��
＼��
｀

、��
　

�ヽ�

�ヽ�
�ヽ�
１`��
、、�� 有�� 般�� 般��
�ヽ�

役ｉｉ給
´
ｊ�� ８７７９６�� （】�� ８７７９６　　　　ｌ０８６２１�� ｌ０８β２ｌ�� ２００２７０�� ２００２７５ｌ��

給料ｒ当��

給窄手当振替韻 （貸方）��

ｌ４９７３３８ｌ　　 ｌ０β９α０３４�� ４８８３β４７　　 ｌ８９４３Ｊ：】２　　 ｌ４β１Ｌ９３２�� ４３３Ｌ２２０�� ３４２１Ｌ８８６�� ２８β９９６６９�� ５２１２２１７��

－３６７９３０　　　
－

３２５８７１　　　
－

４２０５９��
－

ｌ０２α０１０　　　
－９６７９７５��

－５２０３５��
－５９（ｉ９｛｝７��

―４９８【！９１��
－

９８β１６��

退職給
´
Ｊ金�� ｌ９７１８０１�� ０�� １９７１β【｝１�� ２４４３β８０�� ２４４３８８０�� ４３０４９６ｄ�� ０ｌ�� 帽０４β６４ｌ��

厚生費��

委託検針費��

２２８【ｌ５３０　　　 Ｌ６【｝９６６【）�� ６７０β７０�� ３Ｊ９３４ｌ５�� ２β６３４ｌ３�� ８３０００２�� ６β６７Ｊ７７�� ｍ９０９７９ｌ�� Ｌ５７６Ｊ９８��

委託集合費��

斜ｌ給��

０��
１��

ｌ０Ｌ７４９�� ５９２０�� ９５β２９�� ｌ２３９６９�� ５４０９�� ｌｌ８５６０�� ３５Ｌ２８４�� １２６Ｊ３５ｌ�� ２２５Ｊ４９��

燃相費�� ０��

使川済燃料再処珂ｌ等発電費��

廃亰物処坤費��

特定放射廿廃棄物処分費��

０�� ０��

０�� ０�� ０��

０ｌ�� ０��

消耗品費�� ３９３７６２�� ｌ７４２９２　　　 ２ｌ９４７０　　　　６９５９３９　　　 ４２４４ｌｌ�� ２７ｌ５２８�� Ｌ３２Ｌ６６０�� ８０００ｌ９�� Ｊ１５６４ｌ��

修竃２費�� ｌ　 ｌ２ｐ９０９６４　　ｌＬ６３Ｌ７５５　　　４６５２０９　　ｌ４２５Ｌ５７ｌ　　ｌ４β３５β８０�� ２１５β９１�� ８５２１ｉ０５０�� ８乙７０２３５８�� ２５１２６９２��
・■��

水利使ｌＨ料��

補償費��

０��

３Ｊ６５８７０　　　３Ｊ５１Ｊ１４　　　　 １４７５６�� ３【）β０５�� ３０６６１�� ｌ４４�� ３１１９５８�� ３１【ｌ５０４ｌ�� Ｌ４５４ｌ��

賃借料�� １３β４２７２ｌ　　 ｌ【）５２０５８ｌ　　　３Ｊ２２Ｊ４【】　　　韻】８８２１【）　　　５４６８２３６�� ｌβｌ９９７４�� ３４２６Ｌ５′ｍ��２＆０ｌｌ３７８�� Ｇ２５０】６２��

託送料�� １６Ｊ３２９９３　　 １６Ｊ３２９９３��

事業者間杣算費�� ６８５２１０　　　　６８５β４０��

委孟費��

損害保険料��

０７８３７７５　　　８β【】３２８ｌ�� ９８０Ｊ９４　　　３４４２β０８　　　２４９４９４８�� ９４７β６０�� ｌ７β６３４２８�� ｌ３β８０５ｌ７ｌ�� ３Ｊ８２９ｌ１ｌ��

ｌＬ０ｌ４�� ｌ０８６５�� ｌ４９　　　　　　　】０３　　　　　　　ｌ０２�� ０ｌ�� ０ｌ��

普及開発関係費��

養成費��

０ｌ�� ｌ）��

ｌ３０７ｌ９　　　　　　　 （｝　　　　１３０７１９　　　　１５１００３�� １５７β０３�� ２９６９１２�� ｌ】ｌ�� ２９６９ｌ２��
■��

研究費�� 餌Ｌ６４１　　　　　　 ０　　　 罍Ｌ６４１　　　 ５５８４８【】�� ５５８４８０�� Ｌ７９８４６９�� ｌ７９８４６９��

詣費�� ５２ｌ５２１２　　　２７４曵【ｌ９５　　　Ｌ４６４Ｊ１７　　　２２６【ｌ７【｝４　　　 ４５Ｌ２２７�� ｌ８【】９４７７�� ５Ｊ７０３４ｌ�� Ｌ７３４０９０�� ３４３６２５ｌ��

電気料貸倒損��

田定資Ｐｒ税��

０�� ０��

ｌ２Ｊ３２Ｊ９７�� ｌ２β３０５５６�� ９５６４ｌ　　　７β４４Ｊ０９　　　７２０α０２４�� ４４３８５�� ｌ４７５９β５Ｊ�� １４２４３β７６ｌ�� ５ｌ０５７９��

雑税�� ２３７９ｌｌ�� ２ｌ０３２９�� ２ＬＪ８２�� ６４０β２９�� ５８２β９５�� ５８Ｊ３４�� ３２０４９�� ２９ｌ４ユ�� ２９０８��
１��Ｆ��

減仙償却費�� ８Ｌ０２＆３４ｌ�� ８０β８２２５２�� ７４６β８９�� ３７β３３５８７�� ３６９８７β４７�� ３４０２４０�� ４６Ｊ７５ｂ４６�� ４２１４５７６７�� ４β２９７７９��

固定資産余却費�� α５５３５６６�� ０３８４５３７�� １６００２９　　　４３１０Ｊｉ８ｌ　　　４２３２２３９�� ７＆４４２�� ４ｌ６４４４１�� ３２５Ｌ４８ｌｌ�� ９ｌ２９６ｌ��

原子力発電施設解体費��

共有設備費等分担額��

共イｊ設１ｌ費∴｝分手‖祖 （貸方）��

建設分ｆ‖関連費振替額 ｌ貸方ｌ��

０��

３【）９２４�� ３【】β２４　　　　　　　 ０　　　　　　　 ０　　　　　　　 ０�� ０�� ０��

－１２９βｌ０��
－

ｌ２９βｌ０�� 【｝��
－

ｌ３４６Ｊ６　　　
―

１３４βＪ６�� ０�� ０�� ０��

―

１ｌ６８８５　　　　　　　　（】��
－ｌ１６β８５��

―４２Ｊ３３　　　　　　　 【）��
―４２ｌ３３�� －９１３４７�� ０��

―

９Ｌ３４７��

〆：∴５｀２ｆ１ｉ；２∴！０；∴ｆｉｉ！．！１８ｊ≒Ｊｊ��
－

Ｊ０４９６　　　　　　　 ０��
－００４９６��

―

２８４９５��
－２０２８��

－２６４６７��
－６６８３８�� －６６β３８��

開発費��

開発費償却��

０�� ０ｌ��

０ｌ�� ０��

株式交付費�� ０��
●・��

株式交付費償却��

社債発行費��

社債発行費償却��

法人税等��

別３５１６　　　　　　 （】　　　 盟３５４６　　　　８７９ｌ２�� ８７９ユ２�� ｌ９５７９３�� １９５７９５��

０�� ０��

２９１０４ｌ８　　　　　　　 （】　　　２β１０４１８　　　Ｌ５２５４８２�� Ｌ５２５４８２�� ３８５２３１３ｌ�� ０�� ３β５２３ｌ３��
←��

電気事業報酬�� ３５７４０５７３　　　　　　　０　　 ３５７４０５７３　　 １３７４５９【】２�� １３７４５９０２�� ３０８０９β５４�� ３【｝８【｝９β５４��

合　ｎ１�� ２１９３３Ｌ５２３　　１６５β５９７４７　　 ５４２７Ｌ７７６　　ｌｌｄ９６ｌ３６８　　 ８５７８３β６５�� ２９Ｊ７７７０３�� ２９０３ｌ４９０５ｌ�� ９９Ｒ１１１９？ワ�� ６９９８ｌ６８３��

（　）欄に は電源線に係る費用 を再掲。��

９Ｉ��

費��配��費��変��費��

計��

固��固��同��

有��有��般��

０��０��

０��

０��０��０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��Ｕ��０��０��０��

０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��

０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��

０��

０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��０��０��

０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��

０��０��

５��

ｉ
＼�� ●―――��

�ヽ�

ヽヽ��

�ヽ�

ヽヽ��

、、��
�ヽ�

ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

１��

ｌ��

ｌ��

ｌ　
・■��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��
■��

ｌ��

１��Ｆ��

３

ｌ��

ｌ��

●・��

ｌ��
←��

ｌ��

ｉ
＼�� ●―――��

�ヽ�

ヽヽ��

�ヽ�

ヽヽ��

、、��
�ヽ�

ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

１��

ｌ��

ｌ��

ｌ　
・■��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��
■��

ｌ��

１��Ｆ��

３

ｌ��

ｌ��

●・��

ｌ��
←��

ｌ��



厚生費

委託検釧費

厚生費

委託検釧費

（様式第３）��

７部 門整理表　その３�� （単位 ；千円）��
｀
｀

、、��
�ヽ�
�ヽ�

販��
　

、��

＼��　
�ヽ� 計��
１`ヽ��
Ｌヽ��
�ヽ�　
、�� 合��
＼��
｀`
、、
、��

：ヽ��
般��

役員給与�� ３２＆５４８�� ３２８５４８�� Ｌ００８β８５��

毒合料手当�� ５＆５６９β４９�� ５０４０２Ｊ７２�� ８Ｊ６６β７７�� ｌ７７β３２β９９��

給料ｒ、５振替密ｌ（貸ノＪ）�� ―ｌ７８５７６��
‐－２】Ｊ８５��

－

１５７３９１��
－２９５８５６８��

退職給与金�� ７５６８β１６�� ７５６８βｌ６�� ２２７４８７７５��

厚生費��

委託検釧費��

ｌ０２９３β７０�� ７７８３β６０�� ２３１０５１５�� ３０β５＆７９３��

４β２００８７�� ４９２００８７�� ４９２９β８７��

委‖モ朶金費��

雑給��

ｌ９３Ｌ７８５�� Ｌ９３Ｌ７８５�� ０ｌ�� Ｌ９３Ｌ７８５��

６４０Ｊ０６�� ２８６４９６�� ３５８β１０�� Ｌ７３０Ｊ３９��
１��

燃料費�� ３１４β０４β８９��
竃 ●��

使用済燃料再処理等発電費��

廃棄物処理費��

０ｌ�� ０�� ２７５ｌ４β２５��

０ｌ�� 【｝ｌ�� ８４６５４ｌ９��

特定放射性廃棄物処分費�� １６９５７β９５��

消耗品費��

修秘費��

２８８３９７【】�� み０６２β７５�� ８２Ｌ２９５�� ｌ０７ｌ０３Ｊ３��

４２６２９０４�� ４３６２９０４�� ２６３β【｝０９８５��

水利使川料�� ０ｌ�� ０ｌ�� ４３９６０Ｊ７��

袖償費�� １Ｌ２５ｌ�� ｌＬｌ９９ｌ�� ３２�� ５０２９β０１��

賃借料�� １０Ｊ０２β５０�� ０ｌ�� １０１０２６５０�� ７Ｌ７７２７３６��

託送料�� １０２２５２７８��

（９２２８５）��

事業者問稀算費�� ０ｌ�� ６８５２４０��

委託費�� ２４７４２４７５�� ｌ９｛｝２０９７５ｌ�� ５７２ｌ５００�� ｌｔ｝Ｌ７７８９３７��

損害保険料�� ０ｌ�� 〔】�� Ｌ７ｌ５β２３��
■‐��

普及開発関係費　　　　　　　 ｌ００３７６３９�� ｌ３β７８６０６ｌ�� ５β５９０３３�� ２２０５５３２４��

養成費�� ３９３７８９�� ３９３７８９�� ２０４６５３９��

研究費��

Ｈ８費��

１Ｊ８８４８８�� ｌｌ８８４８８�� １５Ｊ８Ｌ９３５��

８８６み８ｌ３�� ３２９３７Ｉ６�� ５３７００９９�� ４１４５３７８８��

電気料貸倒損�� Ｌ３７９６５８�� Ｌ３７９６５８ｌ�� ０�� Ｌ３７０６５８��

‖定資ｊ１
´

税�� １Ｊ３０β１２�� ０�� ｌＪ３｛ｌ９ｌ２�� ５３８０４７６３��

雑税��

減価償却費��

Ｌ１５３Ｊ７（ｌ�� ｌ【｝４８５５９�� ｌ０４βｌｌ�� ８βｌ０２４２��

ｌ２０３Ｌ６５０�� ｌ２β３１β３０�� ３ｌ０β２Ｚ７４５��

（０Ｊ７３ｌ７５）��

固定資庁除却費��

原了力発電施設解体費��

ｌ５４８８８３�� Ｌ５４８β８３�� ２２β８７３０３��
ｒ��

１５２５６４７６��

共イｊ設備費嵜分才ｌ！額��

共有設備費等分担額 （貸方）��

建 役分担 知辿費振替額 （貸方ｌ　　　 －ｌ８６６��

２′；
‐

！；２或０ｉ窺竃Ｊ＝５３ｉ５　ｆ１、　　　 －５９３ｌ７��

０��

０��

０ｌ�� ８３Ｌ７４３��

【】��
－

３【】７７ユ３��

－ｌβ６６��
－

３６２βｌ６��

－

ｌ８０４５ｌ��
－４０９７２��

－４８２β３１��

開発費��

開発費償却��

０�� ０��

０�� （】��

株式交伺費�� 【】��

株式交付費償却��

社債発行費�� １４７〔｝４�� ０�� １１７０４�� ７７２β２０��

社債発行費償却�� ０��

法人税等�� ２３６ｌ４７ｌ�� ２３６Ｌ４７ｌ�� ２５７５５２２９��

電気事業報酬�� ２８２４６６８�� ２β２４６６８�� １３９５８０２２ｌ��

（２３４７β４３）��

合　 ｎ１�� ｌ７７９６３４０４��ｌ　ｌ０００８８５５８�� ７ｌβ７ｄβ４６�� １９４０９４０５７９��

（　）欄には電源線に係る費用 を再掲。��

９２��

費��売��

計��固��

有��

０��

０��

０��

０��０��０��

０��

０��

０��０��０��

０��

０��

０��０��０��

０��０��

０��

０��

０��

０��

０��

０��０��０��

０��

０��

０��

０��０��

０��０��

０��０��０��

０��０��０��０��

０��０��０��

０��

０��

６��

｀

、��

＼��

、��

＼��

：

ｌ��

１��

竃 ●��

ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
■‐��

ｌ��

ｌ��

ｒ��

ｌ��

ｌ��

ｌ　

｀

、��

＼��

、��

＼��

：

ｌ��

１��

竃 ●��

ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
■‐��

ｌ��

ｌ��

ｒ��

ｌ��

ｌ��

ｌ　



給料手当振替額 （貸方ｌ　　　　　
－

４ｌＬ３２２

退職給５金 ２β８０５０３

厚生費 ４
．
ｌ８０β２４

委託検針費 ０

給料手当振替額 （貸方ｌ　　　　　
－

４ｌＬ３２２

退職給５金 ２β８０５０３

厚生費 ４
．
ｌ８０β２４

委託検針費 ０

（様式第４）��

配電費 ・ 販売費整理表�� （単位 ；千円）��

高圧配１Ｅ費��低圧配１Ｅ費　　 需要家費��
給　 電　 費��

ネットワーク玲電費��非えァ卜ワーク給Ｅ費��

一

般販売費�� 計��

役員給与�� ｌ４２Ｊ４２�� ３３４４８　　　 ｌ０７β２２�� ２４
．５０４�� ４Ｊ９７�� ２２み６１０�� ５３４８２３��

給料手当�� ２３５７５０２９�� ５５４７．６３４　 ｌ８．８５７β２８�� ４β６８２５７�� ７４８２１８��３９β８３β６９��９２７８０β３５��

給料手当振替額 （貸方ｌ　　　　　
－

４ｌＬ３２２��

退職給５金�� ２β８０５０３��

厚生費�� ４
．
ｌ８０β２４��

委託検針費�� ０��

―

９０７９２　　
－

１３α７７４��
－１３β１９��

－

２２８ｌ��
―ｌ２０９９５��

－

７７５４８３��

６９８０７２�� み４１０７０４�� ５６４β０６�� ９０６９ｌ�� ５Ｊ２８β０４��ｌｌ．８７３．７８０��

９８３β２４�� ３，３２み４６５　　　 ７６７．７４８�� １３Ｌ３０４�� ６β７４β８７��１０３６１．０５２��

４
．
９２９β８７�� ４β２０（】８７��

ｒ��

委託集金費�� ０�� Ｌ９３Ｌ７８５�� ｌ．９３ｌ．７８５��
■��

雑給�� ２４み０６６�� ５６β６２�� ２０３βｌ１�� ４８Ｊ１４�� み２４ｌ�� ４３Ｚ０９６�� ９９０３９０��

燃料費��

使用済燃料再処理等発電費��

廃棄物処理費��
ｒ��

特定放射性廃棄物処分費��

消耗品費��

修繕費��

水利使用料��

９１０７４ｌ�� ２ｌ４βｌ４�� ｌ．２８５５２０�� ｌ７５β２７�� ２９β７９�� １．５９α０４９�� 小２０５β３０��

４０β９５７３９�� ９β４７｛）４５　 ３５．４７０β４２�� ３３８Ｊ２９�� ６８β４６�� ２β５７β５３��８９．４７７．９５４��

補償費�� ２１４β６６�� ５０β８６　　　　４９００ｌ　　　　　　８３９�� １４４�� ７β２３�� ３２３．２【】９��

賃借料��

託送料��

２３β０９，２４４�� ５．５５５６８６�� ８，ｌ７０，５７７�� １．０ｌ６．２ｌ３�� ２５Ｌ６７ｌ�� ５７６０７９９��４４，３６４．１９０��

事業者問精算費��

委託費�� ｌ０Ｊ８み６８８�� ２．３９７５８４��ｌ＆４ｌ６β６３�� １　１３２？１８�� ２２８５６３�� ９９４２５８７��４み３０５，９（】３��
‥��

損害保険料��

普及開発関係費�� ｌ９β３７β３９��ｌ１０３７β３９��

養成費��

研究費��

２０４５９９�� ４８．１４６　　　 ｌ３０７４１　　　　 ２９β７０�� ５β３ｌ�� ２６６．８ｌ４�� ６９０ｉ０ｌ��

６４４β２ｌ�� ｌ５ｌ．６９ｌ　　 Ｌ２６Ｌ０４２��ｌ５０６２５�� ２６β２７�� ７４６．ｌ５ｌ�� ２β８６β５７��
ｈ��

諸費�� ３５６２β２４�� ８３８β９８　　４００Ｌ７２０�� ５３９６ｌ８ｌ�� ９み４２９�� ５β０４Ｊ６７��ｌ４０３９Ｊ５６��
１�� ●��

．

電気料貸倒損�� ｌ３７９６５８�� ｌβ７９β５８��

司定資産税��

雑税��

１Ｌ０６１７ｌ７�� み６｛】；１４９５�� 】β７７４００�� ２８０９７１�� ５７
．
２０９�� ６０７β７５��ｌ５β９０７６７��

２み０８５�� ５Ｊ９７�� ２７５β６０�� ８０００７�� ｌ４７３２�� ７８１．３３８�� Ｉ．ｌ８５２１９��

減価償却費�� ３４βｌみ３４６�� ８Ｊ４４βｌ７　　４β５９β５２�� ４β５１０１０�� ９８８β３５�� ４７４４４３６��５み２０７Ｊ９６��

同定資産除却費�� ３Ｊ２〕５８９�� ７３４β６７　　 ６３４βｌ０　　　ｌ２２β５５ｌ�� ２５０ｌ５�� Ｌ０７４４８８�� ５７ｌ３β２４��

原子力発電施設解体費��

共有設備費等分担額��

共有設備費等分担額 （貸方）��

建設分才ｌ！関連費振替額 （貸方）　　　
－６２β４７��

－ｌ４βｌ２��
－ｌ４６２７��

―ｌ３９�� －２４��
－

Ｌ２６４��
－

９３βｌ３��

附帯事業営業費用分担関連費振替額 ！貸方ｌ　　
－４００５７ｌ��

－

１０β３８��
－

２３β３５　　　
－

４４３９��
―

７６０��
－

４０β２６��
－

１２６β５５��

開発費��

開発費償却��

株式交付費��

株式交付費償却��

社債発行費�� ｌ３４．９２０�� ３１．７４９�� ３み５８３　　　　 Ｌ０９６�� ｌ８８�� ９β６３�� ２１０４９９��

社債発行費償却��

法人税等�� ２β８７β２４�� ６７９５ｌ０�� ８４０β２６�� １７６Ｊ２５�� ３０Ｊ６８�� １．６０α０３１�� ０２１み７８４��
ｈ��

電気事業報酬�� ２み０９３，９０４�� ５．４３４４ｌ７�� ２ｉ６Ｌ９７８�� ６７０７８６�� １３０４３９�� Ｌ５３０Ｊ９８��３み６３み７２２��

合　言ｌ�� １８５．８５３．８４５��４３，７３４，８００��ｌｌ｛｝７８４３１�� ｌ５β４４．ｌ２ｌ�� ２．９４１．９６２��ｌ０９，３２５．ｌ５０��４６８β７８β０９��

９３��

合��

０��０��０��０��

０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��

０��０��０��
（
Ｕ��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��０��０��
〔

Ｕ��０��０��

７��

ｒ��

■��

ｒ��

‥��

２��
ｈ��

ｌ��
１�� ●��

ｌ��

ｈ��

ｒ��

■��

ｒ��

‥��

２��
ｈ��

ｌ��
１�� ●��

ｌ��

ｈ��



（様式第５）

第ｌ表

（様式第５）

第ｌ表

（様式第５）��

第ｌ表��
送電 ・ 高圧 配電関連費明細表　そ の ｌ�� （単位 ；千 円��

＼`
‐

ヽ
、

�ヽ�

水力発電費のうちのアンシラリーサービス費��

計��

火力発電費のうちのアンシラリーサービス費�� 総　 送　 電��費��

�ヽ�

｀`
、��

�ヽ�
可��

｀

、、��

｀

、��
１`
、��

ヽヽ�� 定�� 変�� 定�� 変��
Ｖ��

役員給与�� ３３８６�� ３３８６�� ０ｌ�� ７４４４�� ７４４４�� ８７７９６ｌ�� ８７７９６��

給料手当�� ６０８５７９�� ６０８５７９�� 】３３４９３７�� Ｌ３３４９３７�� ｌ４９７３３８１�� １４９７３３８ｌ��

ｌ給窄手当振替額 ｌ貸方）��
－２７β２６��

７８２７２��

－

２７β２６��
－

ｌＬ６６１ｌ��
－

１１６６１�� ０ｌ��
－

３６７９３０��
－３６７９３０�� ０��

ｌ退職給与金�� ７＆２７２�� ｌ）�� ｌ７０６５８ｌ�� ｌ７０β５８��

２２３８３９��

０ｌ�� ｌ９７ｌ８０ｌ�� ｌ９７Ｌ８０１�� ０��

ｌ！ｒ生費�� ｌ０５β２６�� ｌ０５３２６�� ２２３β３９�� ０ｌ�� ２２８｛ｌ５３０�� ２２８０５３【｝�� ０��

ｌ委託検針費�� ０�� ０�� ０�� ０ｌ�� ０��

ｌ委託集金費�� ０�� ０�� ０ｌ��

雑給�� ６９６９�� ６９６９�� １０Ｊ７５ｌ�� ｌ０Ｊ７５�� １０Ｌ７４９�� ｌ０ｌ７４９��

燃料費�� ０�� ０１�� ０��

使用済燃料再処理等発電費 ｌ��

廃棄物処理費��

特定放射竹廃棄物処分費��

０�� ０�� ０ｌ�� ０��

０�� ０ｌ�� 【】�� ０��

消耗品費�� ｌ】０】８�� ｌＬ０１８�� ０ｌ�� ８２５７【｝��

Ｌ８０６９０２��

８み５７０�� ３９３７６２�� ｌ９６β８１�� １９６β８１��

修繕費�� ６９５３６【｝�� ６９５２６（】�� ０ｌ�� Ｌ８５０９０２�� ０ｌ�� １２０９０９６４�� １２β９６９６４��

水利使用料�� ２５３６０１�� ２Ｊ３６０ｌ�� ０ｌ�� ０�� ０ｌ�� 〔】��

補償費�� ３９Ｊ２７�� ３９ｔ２７�� ５９３６５�� ５９３６Ｊ�� 【｝ｌ�� ３Ｊ６０８７０�� ３Ｊ６Ｊ８７０��

ｌ１１借料�� １３２５６７�� Ｉ３２５６７�� ｌ７７７ｌ６�� ｌ７７７１６�� ０ｌ�� ｌ３６４２７２ｌ�� ｌ３β４２７２ｌ�� 【】��
―――ー��

ｌ丘送料�� ０�� ０�� ０�� ０！�� ｌ６Ｊ３２β９３�� ｌ００６Ｌ２３７�� ７１７５６��

ｌ事業者問精算費�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０ｌ�� ６８５２４０�� ０�� ６８５２４０��
―１��

委託費�� ３８９９７７�� ３８９９７７�� Ｌ２０ｌβ８３�� １２０１８８３ｌ�� ０ｌ�� 曵７８５７７５�� ９７８３７７５��
●��

損害保険科�� Ｌ００３�� ｌβ０３�� ｌ３３９９�� ｌ３３９９��

２８５２７��

０ｌ�� １ｌ０１４�� １Ｌ０１４�� ０��

普及開発 劉係費�� ７４９６�� ７４９６ｌ�� ２８５２７�� ０�� 【】��

養成費�� ３７８２�� ３７８２ｌ�� ０�� １α６５８�� １【ｌ６５８�� ０�� ｌ３０７１９�� ｌ３６７ｌ９�� ０��
・ー－�� ―→��

研究費��

諸費��

３５７ｌ３�� ３５７１３ｌ�� ２２５β６０�� ２２５６６０�� ０�� ４４Ｌ６４ｌ�� ４４１６４１�� ０ｌ��

８０β６６�� ８α０６６ｌ�� ｌβ８５β０４�� Ｌ０８５β０４�� ０�� ５２１３２１２�� ∫２ｌ３２ｌ２�� ０ｌ��

電気科貸倒損��

固定資産税��

０ｌ�� 〔）�� ０ｌ��

３２０６１７�� ３２０６１７ｌ�� ５０７５【｝２�� ５０７５０２�� ０�� ｌ２Ｊ３２１９７�� ｌ２１３２Ｊ９７�� 〔｝ｌ��

雑税��

減価償却費��

団定資産除却費��

み７２８�� 乙７２８ｌ�� ２５５４２�� ２５５４２�� ２３７９ｌｌ�� ２３７β】ｌ�� ０ｌ��

】β６＆０３０�� １３６２５３（｝�� ｛】�� ４０８４２２２�� ｌ０８４２２２ｌ�� ８ｌ０２８３４ｌ�� ８１０２８３４１��

７４０２８�� ７４β２８�� ０�� ｌ２２β４ｌ�� ｌ２２８４１ｌ�� ０５５３５６６�� ６３５３５６６ｌ��

凰子カ発１Ｅ施哉解体費��

共有設備費等分担衍ｌ��

共有設備費等分担額 ｌ貸方）��

也ｌ青問毒人違電費 む鱸に係る費用を除（Ｅ��

剛購人送電費！電濠線こ隅費用を陰（��

０�� Ｕ�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０ｌ�� ０ｌ��
ｒ��

４４３５５�� ４４３５５��

―ｌ３５４��

２２８８�� ２β８８ｌ�� ３α９２４�� ３０β２４ｌ��

―

ｌ３５４��
－

１４１６��
－

１４ｌ６��
－

１２９βｌ０��
―

ｌ２９βｌ０��

０�� ０�� ２３２４０ｒｍ�� ２５２４｛】００��

０�� ０�� ０�� ｌ４０Ｊ７６�� ｌ４０Ｊ７６��
－■��

建設分＋ｌ関辿費振替額 （貸方）��
―

２０８３��
－２β８３�� 【｝��

－２β８８��
－

２９８８�� ｌ　　
－ｌｌα８８５��

－‐

ｌ１６β８５��

附帯■Ｆ豪営棄費Ｆｌ分担関連費振朴８ｌ貸方ｌ��
－

Ｌｌ８８��
－

ｌＪ８８��
－

ｌ２Ｊ３１��
－

１２１３ｌ�� ０１�� －５０４９６��
－５｛】４９６��

開発費��

開発費償却��

株式交付費��

株式交付費償却��

０�� ０�� ０�� ０�� ０��

０�� ０�� ０�� ０�� 【】�� ０��

０�� ０�� ０�� 【】�� ０��

０�� ０ｌ�� ０�� ０�� ０�� ０��

社債発行費�� ４３５５�� ４３５５�� ０餌３ｌ�� ０２４３�� ０�� ２４３５４６�� ２４３５４６�� ０��

社債発行費償却�� ｛｝�� ０ｌ�� ０�� ０�� ０��

法人税笘��

電気事業報酬��

６８４７３�� ６８４７３�� ６３５β０５ｌ�� ６３５２０３�� ０�� ２βｌ【｝４ｌ８�� ２９ｌ０４ｌ８�� ０��

６７４β７０�� ６７４β７０�� Ｌ１４０！｝５６ｌ�� １ｌ４６９５６�� ０�� ３５７４０５７３�� ３５７４０５７３��

地帯同Ｍ売送電科 電原轟に係る収益を陰〈，��

２什販売送電‖ｒ電８線ｌニ係る収益を陰〈∴��
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－
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－
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第 ｌ表��
送電 ・ 高圧配電 関連費明細表　そ の ２�� （単位 ；千 円��

＼��
｀
�ヽ�

受電用 変電サービス費　　　 配電用 変電サービス費�� 高　 圧　 配　 電　 費��
｀

｀

、，��

ヽヽ��
言１�� ！　計��

ヽヽ��
｀

ヽヽヽ��
可�� 可��

�ヽ�
｀`
、��

ヽヽ�� 定�� 変�� 変��
→��

役員給 リ�� ６９３７９�� ６９３７９�� ３９２６２�� ３９２４２�� １４２Ｊ４２�� ｌ４２Ｊ４２��
■１��

給料于当�� ｌ２｛】９１４４６�� ｌ２０９９４４６�� ０８４３７０６�� ６β４３７０６�� ２０５７１０２９�� ２３０７５０２９��

給料 Ｆ当振杵額 （貸方ｌ�� －

６５ｌＪ０Ｊ��
－

６５ＬＪ０Ｊ��
―３６８５０Ｊ��

－

３６８３０３��
－

４１Ｌ３２２��
－

４１Ｌ３２２�� ０��

退職給与金�� Ｌ５６０９６５�� Ｌ５６ｆ｝９６５�� ８８２９ｌ３�� ８８２９ｌＪ�� ２９６６５ｌ｝３�� 乙９６６５０３�� ０��

！リ′Ｆ費�� み０３９７ｌ｝�� ２０３９７ｌｌ�� ｌＪＪ３７０４�� ｌＪＪ５７０４�� ０�� ４１８０β２４�� ４Ｊ８０８２４�� ０��

委託検£ｌ費��

委託集金費��

０�� 【）�� ０�� ０��

０�� ０�� 【｝��

雑給�� ７９ｌ８２�� ７９ｌ８２ｌ�� ４４７８７�� ４４７８７ｌ�� ２４２０６６�� ２４み｛】６６��

燃料費�� 【｝�� ０ｌ��

使用済燃料再処刑等発電費�� ０�� ０ｌ�� ０��

廃棄物処珂費�� ０�� ０��

叶１定放射性廃棄物処分費��

消耗品費��

修繕費��

水利使川料��

補償費��

【）��

４４４５１３�� ２２２２５７�� ２２２２５６�� ２５１４２６�� １２５７ｌ３�� １２５７１３�� ９ｌ０７４ｌ�� ４５５３７ｌ�� ４Ｊ５β７【｝��
‐■��ｒ―��

Ｉ０６０７３４４�� Ｉ０６０７５４４�� ０　　　３６４４β２７�� ３６４４０２７ｌ�� ４０９９５７３９�� ４０９９５７３９��

０ｌ��

４（】〔】３�� ４｛ｌ【】３ｌ�� ２６８０２�� ２０８０２�� ２ｌ４９６６�� ２】４９６６��

賃借料�� ３７８７Ｊ９｛｝�� ３７８７Ｊ９０ｌ�� ｌ３【】］β２０�� Ｌ３０１Ｄ２０�� ２３β０９２４４�� ２３６【】９２４４�� ０��

£送利�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０��

事業者間杣算費�� 【】�� ０ｌ�� ０��

委託費�� ２５６１β１１�� ２５６Ｌ９ｌｌ�� ０　　　　８８０β９７�� ８８α０９７�� ｌ【｝ｌ８８６８８�� １０１８８６８８�� ０��
ｈ・��

損害保険料�� １３�� １３�� ９０�� ９ｌ】�� ０�� ０�� ０�� ０��

普及開発関係費�� ０�� ０�� ０�� ０�� ０��

養成費�� ｌ００β８２�� ｌ００２８２ｌ�� ３０７２ｌ�� Ｊ６７２ｌ�� ２０４５９９�� ２ｒ】４５９９�� 【｝��

研究費�� ３５４２１�� ３５４β１１�� ２０４２６９��

８ｌ０７３８��

２０４２６９��

８ｌ０７３８��

６４４６２ｌ�� ６４４６２ｌ�� ０��

‖８費�� ユ４４３９６６�� ユ４１３β６６�� ０�� ３Ｊ６２８２４�� ３３６２８２４�� ０��

ｒ
‐��

電気料貸倒損�� ０�� 【）�� ０�� ０��
←�� ―――；��

固定資窟税�� ４６２７ｌ７８�� ４６２７Ｊ７８��

４０９βｌ３��

２６１７２３ｌ�� ２βｌ７２３１�� ｌｌ０６３７ｌ７�� １Ｌ０６３７ｌ７�� ０��

Ｆ��
→��●冒��

菊ｌ税�� ４０９３ｌ３�� ２３Ｌ５１６�� ２３１５１６�� ２２０８５�� ２２β８５�� ０��

減価償却費�� ２３８４５８５８��ｌ　 ２３８４５β５８ｌ�� ｛｝　　 ｌ３４８７７２９�� ｌ３４８７７２９�� ０�� ３４６ｌ２３４６�� ３４βｌ２β４６��

固定資産除却費�� ２７５３３３３�� 乙７５３β３５ｌ�� 【｝　　　 ｌ５５７３４【ｉ�� Ｌ５３７３４６�� ０�� ３１２１５８９�� ３Ｊ２Ｌ５８９��

鳳ｆカ発電施設解体費�� ０�� ０ｌ�� ０�� 〔】�� （）�� ０��

共有設備費等分担額�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０�� ０��
１��

共有設備費等分担額 ｌ貸方）ｌ��

４帝１購人選ｉｔｌｆ；Ｅ５象こ係るｌｆ！ｆｌを瞭〈：��

他２臨人送ｔ費！電８８に係る費用を！２〈��

－

８０００８��
－８６００８ｌ��

－

４８β４８��
’－４＆６４８�� ０��

←��

【｝�� 【】�� ０�� ０��

０�� 〔】�� ０��
０■��

建設分担関連費振替額 ｒ貸方ｌ��
－２６９ｌｌ�� －２６９１ｌｌ�� 〔】　　　

－

１５２２２��
－ｌ５２２２��

－

６２０４７��
―

６２９４７�� ０��
Ｆ‐�� １��●・�� ←・��

附常小豪宮１；費恥ｒｌＪ関連費振替額噴」ｊ��

開発費��

－

ｌ８２００��
―

ｌ＆２００�� 〔】　　　　－１α２９Ｊ��
―１α２９＝）��

－４６β３７��
－

４０００７�� ０��

０�� ０�� ０�� ０�� ０�� 【】��

開発費償却�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０�� ０�� ０�� ０��

株式交付費�� ０�� ０ｌ�� 【】�� 〔）�� ０�� ０��
‐－　 ―－��

株式交伺費償却�� ０�� ０ｌ�� ０��

社債発行費�� ５６Ｊ５２�� ５６１５２ｌ�� ３Ｌ７６０�� ３１７６０�� １３４９２０�� １３４９２０�� ０��

社債発行費償却�� ０�� ０�� ０��

法人税０�� ９７４３６２�� ９７４３６２ｌ�� ５３］Ｊ２０�� ５３ｌＪ２０�� ２β８７β２４�� ２８８７β２４�� ０��

ｌ電気事業報酬�� ＆７７９β３８�� ８７７９β３８ｌ�� ０　　　４９６６β６４�� ４β６６Ｊ】６４�� 【】�� ２３｛】９３β【】４�� ２３【】９３９０４�� ０��

ｌ地帯ｋｍ売Ｊ３竜科 む綿に鶴Ｅ０ｉを陰〈：ｌ�� ０��ｌ　　　　 ０ｌ�� ０�� ０�� ０�� ０��

ｌ艫航ｉｔ蝋 鶴８に係るＬｔ益を蔭４ｌ�� ０��ｌ　　　　　 ０ｌ�� ０�� ０�� ０�� ０�� ０��

ｌ合　０ｌ�� ７５β１ミ７２８��ｌ　 ７５５９３４７２ｌ�� ２２２２５６�� ３９Ｊ４５６４｛｝�� ３ｆＬｌ）ｌ９∫）２７�� １２５７１３�� １８５８５３８４５�� ｌ８５β９８４７５�� ４５５３７０��
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ｌ��

ｈ・��

ｌ��

ｒ
‐��

←�� ―――；��

Ｆ��
→��●冒��

ｌ　 ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
１��

ｌ��
←��

０■��

ｌ��
Ｆ‐�� １��●・�� ←・��

ｌ��

ｌ��
‐－　 ―－��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ ｌ��

ｌ ｌ　　　　 ｌ��

ｌ ｌ　 ｌ��

ｌ ｌ　 ｌ��

ヽ
―
′��

ー

‘
ｒ��

｀

！　

�ヽ�

ヽヽ�� →��

■１��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��

‐■��ｒ―��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｈ・��

ｌ��

ｒ
‐��

←�� ―――；��
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→��●冒��

ｌ　 ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
１��

ｌ��
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０■��
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ｌ��
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第 ｌ表��
送電 ・ 高圧配電関連費明細表　そ の ３�� （単位 ；千円：��

｀
｀

、、、��

ヽヽ�� ネッ トワーク給電費�� 計��
｀
、��

、ヽ`
、��

、ヽ��
計��

�ヽ�
｀

、ヽ��`

、ヽ��
可�� 可��

｀

、��

需��
要��
家��
費��

｀`
、��

、ヽ��
Ｊヽ��

定�� 変�� 定�� 変��
‐■��●‐��

役員給与�� ２４３０４�� ２４５０４��

４３６８３５７��

３７３８９３�� ３７３β９３�� ０ｌ�� １０７９２２�� ４８ｌ８ｌ５��

給料手当�� ４β６８２５７�� ６３８０３３３５�� ６３８｛｝３β３３�� ０ｌ�� ｌ８β５７β２８��

給料手当振替額 （貸方）�� －

ｌ３３ｌ９��
－

ｌ３３ｌ９��
－ｌ８５ｌ８６８��

－

Ｌ８Ｊ１８６８�� ０ｌ��
ー】３０７７４��

８２６６Ｌ２６３��

－

１β８２β４２��

退職給与金�� ５６４５０６�� ５６４５【｝６�� ８１９５６２０�� ８Ｊ９５６２０�� ０ｌ�� み４１９７０４�� ｌ０６ｌ５β２４��

厚生費�� ７６７７４８�� ７６７７４８�� ｌ｛｝７５Ｌ６８２�� ｌ０７ＪＬ６８２�� ０ｌ�� ３３２３イ【ｉ５�� １４０７４Ｊ４７��

委託検£費�� ０�� ０�� ０�� ４９２０【】８７�� ４９２９β８７��

委託集金費�� ０�� ０ｌ�� ｌ９３Ｌ７８５�� Ｌ９３Ｌ７８５��

雑給�� ４８Ｉｌ４�� ４８Ｊ１４�� ０ｌ�� ５３３【｝４２�� ５３３β４２�� ２０３β１�� ７３６β５３��
・ー゙１��

燃料費�� ０�� ０�� ０ｌ�� ０�� ０��

使用済燃料再処理等発電費��

廃棄物処理費��

【】�� ０�� ０�� ０�� ０��

０�� 【）��

特定放射性廃棄物処分費　 ｌ�� ０�� ０ｌ�� ０��

消耗品費�� １７５０２７�� ８７５１４�� ８７５ｌ３�� ２β６００３７�� Ｌ１８１３２４�� Ｌ０８７７３３ｌ�� Ｌ２８み５２０�� ３０５４５７７��

修繕費�� ３３８１２９�� ３３８Ｊ２９�� ０�� ７｛ｌ２３４５６５�� ７０２３４Ｊ６３�� ０ｌ�� ３５Ｊ７０β４２�� 】０５７０５５【｝７��

水利使用料�� ０�� ２５３β０ｌ�� ２３３６０ｌ�� ０ｌ�� ０�� ２５３６【｝１��
←��

補償費�� ８３９�� ８３９�� み５１臥９７２�� ３５１α９７２�� ０�� ４０Ｕａｌ�� ３Ｊ６α０２３��

賃借和�� １｛】１｛１２ｌ３�� Ｌ｛｝１｛ｉ２１３�� ４３６６６β７１�� ４３β６０６７１�� ＆ｌ７０５７７�� ５ｌβ３７β４８ｌ��
―‐―・��

丘送料�� ０�� ｌ６Ｊ３２β９３�� ｌ００６Ｌ２３７�� ７Ｌ７５６ｌ�� ｌ６Ｊ３２９９３��
●��

事巣者問精算費�� ０�� 【｝�� ６８５２４｛｝�� ０�� ６８５２４０ｌ�� ６８５β４０��
１��

委託費�� １Ｊ３２β１８�� ｌＪ３２βｌ８�� ２６Ｊ３８５４９�� ２６Ｊ３８５４９�� ０ｌ�� ｌ８４ｌ６２６３�� ４４５５４β１２��

損害保険料�� 【】�� ２５５ｌ９�� ２５５１９�� ０ｌ�� ２０５ｌ９��

普及開発 知係費�� ０�� ０�� ３００２３�� ３００２３�� ０ｌ�� ３６β２３��
―‐��

養成費�� ２９３７０��

Ｉ３６６２Ｊ��

２９３７０�� Ｊ４２Ｊ３ｌ�� ５４２Ｊ３ｌ�� ０ｌ�� ｌ３０７４ｌ�� ６７８β７２��

研究費�� ｔ３０６２３�� ２０６２７４０�� ２【！６２７４【｝�� Ｌ２６Ｌ０４２��

４β０Ｌ７２（】��

３β２３７８２��

諸費�� ５３曳６ｌ８�� ５３０６ｌ８�� ｌ２７４Ｌ４２８�� ｌみ７４ユ４２８�� １６７４３Ｊ４８��

晝辯慣倒損��

固定資産税��

０�� ０�� ０�� ０��

２８０β７１�� ２８Ｑ９７１�� ３Ｌ５４９４ｌ３�� ３ユ５４９４ｌ３ｌ�� Ｌ２７７４００�� ３２８２６８ｌ３��
　　　　　ー　　ー―１��

雑税�� ８０００７��

４β５７β】【】��

８０００７�� ｌβ１５Ｊ０２�� ｌ０１５１０２�� ２７５β６０�� Ｌ２９ｒ】９６２��

減価償却費�� ４β５７βｌ０ｌ�� ０��１６３２７＆０３６��ｌ１６３β７８０３６�� ０�� ４８５９５５２�� ｌ６８Ｊ３７５８８��

固定資産除却費��

原了ノ」允１Ｅ施．£解体費��

共有設備費等分担額��

共有設備費等分担額 ！貸方）��

１２２β５５�� １２２β５５ｌ�� Ｕ�� ｌ４３０５５６０��ｌ　 １４３０５３６０�� ０�� ６３４β１【】�� ｌ４９４０３７０��

｛｝�� 【】ｌ�� ０�� ０�� ０��

０�� ０ｌ�� ０�� ７７５６７�� ７７３６７ｌ�� ０�� ７７５６７��

－２６７２３６��
－２６７β３６�� 【】��

－

２６７β３６��

地帯０罍入ｉ３電費 融８ｌこ０ら１１１を陰（１ｌ�� ２５２４００【｝；�� ２ｂ２１０００�� ０��ｌ　 ２Ｊ２佃００��

轡Ｊ講人這竈費！£０８に隅費ｍを８←�� ｌ４０Ｊ７６�� ｌ４０Ｊ７６�� ０�� １４α１７６��
１��

建設分＋‖劇辻費振替額 ｌ貸方〕��
―ｌ３９�� ―ｌ３９�� ０��

－２２７Ｊ７５��
－

２２７Ｊ７５�� ０��
－

⊥４β２７��
－２４Ｌ２０２��

附２１噴営：費用分１艫費振替０！！ｔ万．ｌ��

閲発費��

開発費償却��

－

４４３９��
－

４Ｊ３９��
－】４２８０６��

－

１４２β０６ｌ�� ０�� －２３β３５��
－

１６α７４１��

０��

｛）�� ０�� ０��

株式交付費�� ０�� ０ｌ�� ０�� 【】�� ０��
―――・��

株式交付費償却��

社債発行費��

社債発行費償却��

０�� ０ｌ�� 【】�� ０�� ０ｌ��

Ｌ０９６�� Ｌ０９６ｌ�� ４７８０７２�� ４７８β７２�� ３２５８３�� ５１α６５５ｌ��

０�� ０ｌ�� ０�� ０�� ０ｌ��

法人税等�� ｌ７６Ｊ２５�� １７６Ｊ２５ｌ�� ８２０３３２７�� ＆２０３３２７�� ８４０３２６�� 出０４３β０３ｌ��

電気事榮報酬�� ６７６∫８６�� ６７０７８６ｌ�� ７：】０７８β９ｌ�� ７１０７＆９９ｌ�� ０�� １７６Ｌ９７８�� ７７８４｛ｌ９６９ｌ��

地帯問發売送電８；ｔ２轟に儔ら収益を除ｒ�� ０�� ０ｌ�� －１＆４７０��
―１８４７０�� ０��

－

ｌ８４７０��

宙版冗送電Ｈ雷瞭８ｌ：８るｌ１３を臨〈！ｌ��

合　計��

０�� ０ｌ��
―

２８９３ｌ０��

ｌ３５３８１α４４０��

－

２２２β３０��
－

６６４８０�� ０��
－

２８９βｌ０��

１５β４４ｌ２ｌ��ｌ　 ｌ５２５０６０８ｌ�� ８７βｌ３�� ５５Ｌ５２０６６１ｌ�� ４２８３７７９��ｌ１１Ｌ【】７８４３１�� ６６６β８８β７ｌｌ��

ｌ０��

９６��

合��
計��

計��
固��固��

０��

０��

０��

０��

０��

０��０��０��

０��０��０��０��

０��

０��０��０��

０��０��０��

０��Ｕ��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��

０��０��

０��

０��０��

０��０��０��

０��０��

０��

０��０��０��

０��０��

０��

０��０��

０��０��

０��０��
（

Ｕ��０��

０��
（

Ｕ��

０��〔
Ｕ��

（

Ｕ��０��
〔

Ｕ��

０��

０��（
Ｕ��０��

〔

Ｕ��

０��０��
（

Ｕ��０��

０��０��
（

Ｕ��０��

０��

０��０��０��０��０��０��０��

０��０��〔
Ｕ��０��０��

０��０��０��

０��０��０��

０��０��

【

Ｕ��
（

Ｕ��
〔

Ｕ��

（

Ｕ��０��

０��

０��〔
Ｗ��

０��

｀

｀`

Ｊヽ��
‐■��●‐��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

退 ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
・ー゙１��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
←��

ｌ��
―‐―・��

ｌ��
●��

事 ｌ��
１��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
―‐��

ｌ��

晝
ｌ��

　　　　　ー　　ー―１��

ｌ�� ｌ

ｌ�� ｌ　

ｌ�� ｌ��

；�� ｌ　

１��

ｌ��

―――・��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ��

｀

｀`

Ｊヽ��
‐■��●‐��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

退 ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
・ー゙１��

ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
←��

ｌ��
―‐―・��

ｌ��
●��

事 ｌ��
１��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
―‐��

ｌ��

晝
ｌ��

　　　　　ー　　ー―１��

ｌ�� ｌ

ｌ�� ｌ　

ｌ�� ｌ��

；�� ｌ　

１��

ｌ��

―――・��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
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送電 ・ 高圧配電非関連費明細表　そ の ｌ�� （単位 二千 円）��
１ヽ��

ヽヽ��
水力発電費のうちの総非アンシラリーサービス費��火力発電費のうちの総非アンシラリーサービス費�� 総原子力発電費��

�ヽ�
｀

ヽヽ
、��

計�� 詞�� 計��
�ヽ�

＼�� 可�� 可�� 可��
ヽヽ��
｀

ヽヽ��
Ｊヽ�� 定�� 変�� 定�� 変�� 定��

ｊ��

役貝給与�� ５５３００�� ３５β００ｌ�� ９０５ｌ０�� ８９６３６��

ｌ００７４２〔】０��

６β７４�� ｌｌ４β０５��

２Ｌ３４４０ｌｌ��

－

ｌ５３４２４��

ｌ１４８０５��
Ｌ��

給凋 ｒ
｀‘
１��

給料Ｔ当振替額 ｌ貸方ｌ��

９９４０β７７��

－

４５ｌ２５ｌ��

９９４０β７７ｌ�� ｌ７３００８２７！�� ｌ２３み６２７�� ２１３小１０ｌｌ��

－

４５Ｌ２５ｌｌ��
－

１５１Ｊ８３ｌ��
－１４０４１５ｌ��

―

ｌ０７６８��
－

ｌ５３４２４��

退職給与金��
１��

Ｌ２７８５４４�� Ｌ２７８５４４ｌ��

５；；；；；；ｌ��
２｛】５４９１７��

Ｚ６９５２７９��

１Ｊ７５７８�� ２７１９β４５�� ２７１９３４５��

厚生費��

委託検£費��

Ｌ７２α４０４�� Ｌ７２０４Ｊ４ｌ�� ２０６６８４�� ３８７み２ｌ４�� ３β７Ｚ２１４��

委託集金費��

雑給�� １ｌ３８２８！�� １ｌ３β２８ｌ�� ｌ３ｌ９ｌ７�� ｌ２２５２２��

←４。ａ４ァ器��
９３９５�� ２４５Ｊ６２�� ２４５Ｊ６２��

〔

Ｕ��

燃料費�� ０��４６＆４７３８１５�� ４６β３Ｌ【】７４�� ４６３３Ｌ０７４��

使用密燃料再処理等発電費��

廃棄物処理費��

２７５１４２２５�� ２７５１４２２５��
．■�� ●��

１Ｊ８８β９５�� ３５８＆８９５�� ４β７０５２４��
｝��

特定放射性廃棄物処分費　ｌ�� ｌ６β５７β９５�� ８４５４４〔）０��

４８７０３２４��

８００２８９５��

消耗品費��

修繕費��

３７【ｌ９７２�� １７９β７７ｌ�� １９０９９５�� ２２２３５２８�� ９９４２３７�� 】２２９２９ｌ�� ２７２６９３４�� ｌβ６３４６７��

８８２７０α】５��

（

Ｕ��

Ｌ３６３４６７��

ｔＬ３５０７６２�� １Ｌ３５０７６２ｌ�� ３１Ｊ６ｌ６８８�� ２２３５９β７９�� １５２【】２４０９�� ９０６０９β餌�� ８３３３３７９��

水利使川料�� ４Ｊ４み４５６�� ４Ｊ４２４５６ｌ��

袖償費��

賃借料��

６３９Ｊ２７�� ６３９Ｊ２７ｌ�� ７６９β４４�� ７】４β２８��

２Ｊ３９β０６��

Ａ

Ｕ��

５４β１６�� ２Ｊ５４�� ２Ｊ５４��

２Ｊ６５４ｌ５�� ２Ｉ６５４ｌ５ｌ�� ２３０ｌ０【｝２�� ｌ６ｄ【】９６�� ３β９７βｌ５�� ３β９ヱ９１５��
１��

託送料�� ９２２８５��

ｒ９３２８３！��

９３２８５��

ｌ９２２８５・ｌ�� 【０）！�� （０｝�� （０）�� （０ｌ��

０��

Ｌ０）��

ハ

Ｕ��

（０｝�� （｛｝）��

事業骨問粕算費��

ｌ４４７み０７７��

０��
←��

委託費��

損；ｉ＝保険料��

６３７０Ｊ０【】�� ０３７０Ｊ００ｌ�� ｌ５５８１β４７�� ｌＪ００７７０ｌ�� ２３７【｝３４４４�� ２み７０３４４４��

ｌ５０α００８��ｌ６β８５��

ユ２み４４９��

１６３８５ｌ��

１２２叫９ｌ��

１７３７ｌｌ�� １６ｌ３３９ｌ�� ｌ２３７２�� １５０｛ｌ００８��

普及開発関係費�� ３６９β４１�� ３４３５００�� ２０３４１�� ２β８９３７２�� ２９８９３７２��

養成費��

研究費��

６Ｌ７７６�� ６Ｌ７７６ｌ�� ｌ３＆ｌ８ｌ�� ｌ２８β３９�� ９β４２�� ８４７７ｌ９��

７４２４β４３��

８４７７ｌ９��

５８３β６３�� ５８３β６３ｌ�� ２β２５β７８��

１４β６０５６３��

２７ｌ７２１２�� ２０８３６６�� ７４２４３４３��

諸費�� １β０７８４９�� Ｌ３【ｌ７嵒９ｌ�� ｌ３０６４７１４�� Ｌ０【】ｌ８４９�� ３４｛】Ｌ２３４�� ３４【｝Ｌ２３４��

電気料貸倒損��
１ｆ��

『■ｌ定資Ｆｒ税�� ５２３７Ｊ３３�� ５２３７Ｊ３３ｌ�� ６３７０５ｌ８�� ６Ｊｌ（】９ｌ２�� ４６８６０６�� み８９２β２０�� ５β９２６２０��　‐”

１��

雑税�� ４４５５９��

２４β６Ｌ６８Ｉ��

（２βｌ４Ｊ３７ｌ��

４４５５９ｌ��

２４３６Ｌ６８１��

（２２ｌ４Ｊ３７ｌ��

３３１Ｊ３５��

５３Ｊ９６β９５��

（Ｌ８３３５５４｝��

３０７５３１�� ２３５８４�� ００４７３ｌ９�� ００４７３ｌ９ｊ��
減価償却費��

ｔ０）��

４９５４２９５５��

（１８３３５５４）��

３β５３９４０��

（０）��

５Ｌ２４８２９３��

（９９１８０４）��

５１２４＆２９３��

（９９１８【｝４）�� （ｌｌ）��
■��

固定資産除却費�� Ｌ２００２ｌ４�� Ｌ２０９βｌ４ｌ�� １５９２５６９�� Ｌ４７９１４３�� ｌ１３４２６�� ３３ｌＬ０８０�� ３βｌｌ０８０ｌ��

原Ｔ力発電施設解体費��

Ｌ��
ｌ山２５０４７６�� １５２５０４７６��

共有設備費等分担額�� ７２４５ｌ６�� ７２４５ｌ６ｌ�� ２９β６０�� ２７５４８�� ２Ｊｌ２�� ０��
ー●��

共有設備費等分担額 ｌ貸カ！ｌ��
－

２２１２４��

２６７０６４６��

－２２Ｊ２４ｌ��

７３２５８９ｌ��

－

１８３５割�� ―１７【｝４６�� ―

１３【】７�� ０��

麟；０入電矗 ３３ｉ０ｌ滞科鷺費ｌを８４ｌ�� Ｌ９３８０５７��

０��

３゚゚ ‘゚゚８

；ｌ��
ｌ００９８４ｌ６��ｌ　 ４７７ｏ３５７ｚ�� ３Ｌ０８７０４２�� ２Ｌ６３２４８２��

０��

９４５４５６０ｌ��

恥ｉＥ撃入送電費ｌ屯ｉ０巍：隅２凧ニ隈ろ、ｌ��

ｌ．ｚｓ，。ｇ２！��
０�� ０ｌ��

骨 鷲、ｉＥ艫 触触！ｌｌ艫８珊ｌｉｌＨ９Ｂ〈��

ｌ３叶鷲人遣ｔ費；屯洩線に嵒費ｍｌ：隅��

建設分担関連費振替額 （貸方｝��

ｌ８２９Ｌ４ｌ４�� ｌ０β０７β１４ｌ��

川��

７９８４β００�� ２７７β００９９２ｌ�� ｌＪ４６９７３６２�� ３２９２６Ｊ５６�� ２１Ｊ６５０７３�� ３３６Ｌ０８３ｌ��

０�� ０ｌ��

－

３４０３３��
－

３４Ｄ３３ｌ��
－

３８７３４��

－

】５７３７２�� １；；５；；ｌ��
－

２７５９��

－

１１β０１��

―

３２２４７��
－

３２２４７��

欝帝＃業０£費！ｉｌ分ｌｌＲ這費甕普８貸方ｌ��

開発費��

開発費償却��

―

ｌ９４０６��
－

ｌ９４０６ｌ��
－８７５８８��

－

８７３８８�� ０��

０��

‥��

【】�� ０��

０�� ０��
←��

株式交付費�� ０�� ０��

株式交付費償却�� Ｕ�� ０��

社債発行費��

社債発行費償却��

７Ｌｔ３２�� ７ＩＪ３２ｌ��
Ｊ

川��

８α９４０�� ７５ｊ７５ｌ�� ５７６５�� ６８Ｊ９３�� ６８Ｊ９３�� ０��

ｊ。ィｇ。ｏ８ｌ��
０��

法人税等�� ｌｌｌ８４８２��

ＩＬ８９９４４３��

１Ｊｌ８４８２ｌ�� ＆２３５Ｊ２８�� ５８０５２２�� ５β４８β５７�� ５β４＆２５７��

電気事業報酬�� 】Ｌ８９９４４３��

（９贄５２８）��

１４９７９０３３�� ｌ３β７Ｌ９４９��

（９丑５２８）�� （０ｌ�� ！８ｌ９β８８）�� （８１９８８８）��

１β０７Ｊ０４��

（｛】）��

２７７６５７０２��

（５４３９７９｝��

２７７６５７【】２��

！５４３９７９｝�� ｌ０）��

０��

ｌ鰯１４売ｔ８８触¢９Ｈ鷺料：臼ｌ｛轟〃８４ｌ�� ―１６２０７【｝Ｉ�� －－

Ｌ６２０７０１��
－

５６０８７２３��
－

５β０８７２３��
－

７４５４Ｊ３６�� ０��
－

７４５４Ｊ３６��

ｌＥｆｌＥ驍ｉ３電８庵鶴に隅Ｉ１ｔＨニ鷺��
ｌ憾Ｈ費ｔｔ２８過±０触日３０８＝島Ｉ虐５８〈��

０�� ０��

－

２Ｊ２Ｌ８８ｌ��
－

３９０４８４ｌ��
－

Ｌ７３Ｌ３９７��
－

０４６ｌβ４４��ｌ　
－ｌＪ８９Ｊｌ９ｌ　 －５２７２５２５�� －９７２３２３０��

ハ

Ｕ��

－

Ｌ７８９３３９��
－

７９３３β９ｌ��

ｌ他‐ｌ吸競器 竃Ｐ壤に係るＲ益に艫 ｌ��
５４ｇァａ£ｌ��

【ｌ�� ０��

ｌ合　計�� １０１６９０７６６��ｌ　 ９４９３ｉ６】２ｌ�� ０７５０ｌ５４�� ９８５β２４β７４�� ６９０β４０７３Ｄ��４２７２７８β７５��ｌ　３ｌ７β７２β１９�� １０９，６０５３５６��

（　）柵には電源線に係る費用を再掲。��

ｌｌ��

９７��

岡��同��同��

変��
０��０��

（

Ｕ��０��

０��０��

０��０��

（

Ｕ��０��

０��０��０��司��０��
‐

０��０��

〔

Ｕ��０��∩
Ｕ��

‐

ｍ��０��０��

ｑ��

叫��

ハ

Ｕ��

０��

０��〔
Ｕ��

０��０��川��
〔

Ｕ��

＝

Ｕ��
〔
Ｗ��

〔
Ｕ��０��０��叫��０��

０��０��０��ｑ��０��

０��０��０��０��叫��０��

に��０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��

０��０��

０��０��０��０��０��

０��０��０��０��０��叫��０��

０��０��

０��０��

０��０��

〔

Ｕ��
〔
Ｕ��

＝

Ｕ��

０��

０��

０��

（

Ｕ��０��０��
｛

町��
＝
Ｕ��０��＝

Ｕ��＝��０��

０��０��

〔

Ｕ��０��

＝

Ｕ��
＝
Ｗ��

０��０��

０��０��０��０��０��叫��０��

０��０��０��

０��０��０��

０��０��叫��０��

０��０��＝��０��０��０��

０��

０��

０��０��

３��
０��０��叫��０��

０��０��０��

０��

０��叫��

ｑ��

０��

０��０��

３��
０��０��

０��０��０��０��叫��０��

０��

０��０��０��０��０��０��

０��０��

１��
０��

川��

０��０��＝��０��０��ｑ��０��

０��０��０��川��０��

�ヽ�
｀

＼��
ヽヽ��

Ｊ��
ｊ��

ｌ��
Ｌ��

ｌ��

１��

ｌ��

５

！�� ｌ��

．■�� ●��

｝��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
１��

！��

←��

ｌ��

１ｆ��

ｌ�� １��

ｌ��

■��

ｌ��

ｌ��
ー●��

ｌ��

ｌｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ�� ０��

‥��

←��

ｌ��

ｊｌ��

ｌ

ｌ 鶴

ｌ ｌ�� ｌ　

ｌ

ｌ ｌ　 ｌ　

∩

ｑ��
ハ

ｑ��

叫��

｛

０��０��叫��

叫��

０��叫��

１��川��

ｑ��

�ヽ�
｀

＼��
ヽヽ��

Ｊ��
ｊ��

ｌ��
Ｌ��

ｌ��

１��

ｌ��

５

！�� ｌ��

．■�� ●��

｝��

ｌ��

ｌ��

ｌ��
１��

！��

←��

ｌ��

１ｆ��

ｌ�� １��

ｌ��

■��

ｌ��

ｌ��
ー●��

ｌ��

ｌｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ�� ０��

‥��

←��

ｌ��

ｊｌ��

ｌ

ｌ 鶴

ｌ ｌ�� ｌ　

ｌ

ｌ ｌ　 ｌ　

∩

ｑ��
ハ

ｑ��

叫��

｛

０��０��叫��

叫��

０��叫��

１��川��

ｑ��
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第２表��
送電 ・ 高圧 配電非 関連費明細表　そ の ２�� （単位 ；千円）��

’
’

、ヽヽ��
、ヽ��

低　 圧　 配　 電　 費�� 非ネットワーク給電費��
＼`
�ヽ� 計�� 計�� 計��
＼ヽ��｀
�ヽ�
�ヽ� 可�� 可��

　ヽ��

｀

｀

ヽヽ
＼��

　

、��
定�� 変�� 定�� 変��

役貝給与�� ３３４４８�� ３３４４８��

５β４７β３４��

４Ｊ９７�� ４Ｊ９７ｌ��

７４＆２１８！��

３０４２（幻�� ２９７３８６�� ０８７４��

給料手当�� ５β４７ｆ｝３４�� ７４８２１８��

－

２２８ユ��

５４β８７５６７��

－

８５４９３ｌ��

５３６５４９４０��

－

８４４Ｊ６３��

ｌ２３２６２７��

給料手当振替額 ｌ貸ノｊ）��

　ー岫触　　 ４　　●��

－

９０７９２��
－

９０７９２��
－

２２８ｌ��

９０６９１��

ｌ３ｌ３０４��

－

１α７６８��
・１��

退職給
´
Ｊ金�� ６９８β７２��

９８３β２４��

６９８β７２�� ９６６９１�� ７β｛】５１４７�� ６８４７５６９�� ｌ！ｊ７Ｊ７８��

厚生費�� ９８３β２４�� ｌ３ｌ：）０４�� ５６０９９５９�� ９４０３β７５�� ２００６８４��

委託検針費��

委 毛久金費��

０��

０��

雑給�� ５６９６２�� ５６９６２�� ８２４１�� ５５６ｌ１０�� Ｊ４０７ｌ５�� ９３９５��

燃料費��

使用済燃料ｌｆ処９・笘づ８１Ｅ費��

廃棄物処理費��

５ｌ４８｛】４８８９��

２７５１４２２５��

５ｌ４β｛】４８８９��

２７Ｊｌ４２２５��
－―‐��

８４６５４１９�� ８４６５４１９��

特定放射性廃棄物処分費�� ｌ０９５７２９５�� ８４５４４∞��

２６５９β２８��

８：】０２８９５��
――　 １��

消耗品費�� ２１４３１４�� ｌ【】７Ｊ５７�� ｌ｛｝７Ｊ５７��

０��

２９β７９�� １４９９０ｌ�� ｌ４９８９�� 可５６ｉ７２７��

】５０２４４２２５��

２９０５８９９��

修絶費��

水利使用科��

補償費��

５６４Ｚ０４５�� ９β４７０４５�� ６８８４６��

ｌ４４��

０��

６８β４６��

【

Ｕ��

ｌ３ｌ７｛｝＆５３７�� ２３０３５６８８��
岬１��

４Ｊ４３４５６��

Ｌ４６ｌ６５３��

４１４２４５６��

ｌ４００８３９��

０��

５０５８６�� Ｊ０５８６�� ｌ４４ｌ��

賃借料��

託送料��

５０３５６８６�� ５ＪＪ５６８６�� ２５Ｌ６７ｌ�� ２ａ１ｇ７ｌｌ��
‐

Ｍ��

ｌ４Ｊ７４６８９�� ｌ４０ｌ０Ｊ９３��

５４８１６��

ｌ６４０９６��

９２２８５��

（９２２８３）��

９２２８５��

（９２２８５）�� （０｝��

０��

事業者問龝勢費��

委託費�� ２３９７５８４�� ２３９７５８４�� ２２＆Ｊ６３�� ２２８０６３ｌ�� ４７β８ｌ５３８��ｌ　 ４６ｌ７ｌ７６８�� １Ｉ０９７７０��

０��

１��

損害保険料�� ０ｌ�� １β９０Ｊ０４�� Ｌ６７７７３２�� １２３７２��

普及開発関係費�� （｝！�� １４８Ｌ６６２�� ３４５５３２ｌ�� ２０３４ｌ��

養成費�� ４８Ｊ４０�� ４８Ｊ４６�� ５０３ｌ�� ５β３１ｌ�� １Ｊ００β５３�� １β９Ｌ０１１��

研究費�� Ｉ５Ｌ６９１�� ｌ３Ｌ６９ｌ�� ２６８２７��

９２４２９��

２６β２７ｌ�� ｌＬｌｌ２β０２�� １０９０３β３６��

９β４２��

２０８３６６��

‖晉費�� ８３８β９８�� ８３８３９８�� ９２４２９ｌ�� １９７０６４７３�� ｌ８７０４６２４�� ｌ００Ｌ８４９��

電気料貸倒損��

固定資産税�� ２β０３４９５�� ２β０３４９５�� ５７２０９�� Ｊ７２０９ｌ��

１４７３２ｌ��

９８８９３５��

２０３６０９７５�� １０９０１β６９�� ４６＆６０６��

雑税�� ５Ｊ９７�� ５Ｊ９７�� １４７３２�� ６岨２β４２！�� α４１９３５８��

ｌ３４２８０７８ｌ��

【５０３９５ｌ５ｌ��

２３０別��

減価償却費�� ８Ｊ４４９１７�� ８１４４βｌ７�� ９８８９３５�� ｌ３７９４０７２ｌ�� ３６５３９４０��
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